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第８回総務文教常任委員会会議録 

 

１ 開会日時 平成26年７月15日（火）午前11時25分 

２ 閉会日時 平成26年７月15日（火）午後３時15分 

３ 会議場所 議会委員会室 

４ 出席委員        

       １番 佐々木雄司君   ２番 光成 良充君   ３番 澤   健君 

      １０番 松田  勲君  １１番 北川 勝義君  １８番 小田百合子君 

５ 欠席委員 

      １６番 下山 哲司君 

６ 説明のために出席した者 

      市    長  友實 武則君      副  市  長  内田 慶史君 

      教  育  長  杉山 高志君      総合政策部長  池本 耕治君 

      総合政策部参与  小寺 康生君      総 務 部 長  岡本 衛典君 

      財 務 部 長  近藤 常彦君      教 育 次 長  奥田 智明君 

      赤坂支所 長  正好 尚昭君      熊山支所長  山田 長俊君 

      吉五支所 長  楢原 哲哉君              木庭 正宏君 

      秘書企画課長  徳光 哲也君      総 務 課 長  入矢亓和夫君 

      くらし安全課長  水原 昌彦君      財 政 課 長  直原  平君 

      管 財 課 長  末本 勝則君      税 務 課 長  藤原 義昭君 

      収納対策課長  土五 常男君      教育総務課長  藤五 和彦君 

      学校教育課長  坪五 秀樹君              前田 正之君 

              小竹森美宏君 

７ 事務局職員出席者 

      議会事務局長  富山 義昭君      主    査  大饗  剛君 

８ 現地査察 赤磐市山陽ふれあい公園 午前10時～ 

９ 協議事項 １）事業の進捗状況について 

       ２）その他 

10 議事内容 別紙のとおり        

 

消 防 本 部 
消  防  長 

社会教育課長兹 
スポーツ振興課長 

消 防 本 部 
消防総務課長 
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              午前11時25分 開会 

○委員長（北川勝義君） 皆さん御苦労さまです。 

 ただいまから第８回の総務文教委員会を開催いたします。 

 10時から視察ということで、山陽ふれあい公園を視察してきました。 

 それでは、開会いたします。 

 開会に先立ち、友實市長のほうから御挨拶をお願いします。 

○市長（友實武則君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、友實市長。 

○市長（友實武則君） 皆さん、第８回の総務文教常任委員会をお開きいただきましてありが

とうございます。また、先ほどはふれあい公園のほうへ現場の視察のほうをいただきまして、

ありがとうございます。現在のふれあい公園の状況というのがよくおわかりいただけたと思い

ます。 

 そして、きょうの委員会では、平成26年度の各事業の進捗状況並びにその他の案件を御報告

あるいは御審議いただくことになります。慎重なる審議をお願いいたしまして、挨拶にかえさ

せていただきます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（北川勝義君） ありがとうございました。 

 それでは、これから協議事項に入りたいと思います。 

 市長、昼からどねえなっとんかな、きょう。何か出ていく言ようったんじゃねえん。ちょっ

とどうなっとったんかなと思うて、誰々が出ていくんかな。いや、きょうＢ＆Ｇか何かで市

長、次長、教育長が出ていかれるって、何時から退席するんかだけちょっと先おくってもろう

とかにゃと思いまして。 

○教育次長（奥田智明君） 委員長、済いません。２時40分に玄関でお迎えをして、３時半ま

でという時間でちょっと退席をお願いできたらと思っております。 

○委員長（北川勝義君） じゃから、それを今言よんじゃが、さっき。 

 皆さん、市長と誰々。 

○教育次長（奥田智明君） 市長、副市長、教育長です。 

○委員長（北川勝義君） 市長、副市長、教育長が２時40分から３時半までの間退席させてい

ただくということで、Ｂ＆Ｇの関係ということでよろしくお願いいたします。 

 それでは、これから協議事項に入りたいと思います。 

 １番目の事業の進捗状況について執行部から説明願いたいと思います。 

○総合政策部長（池本耕治君） 委員長、総合政策部長池本。 

○委員長（北川勝義君） 池本総合政策部長。 

○総合政策部長（池本耕治君） 総合政策部から２点、赤磐市制10周年記念事業としての映画

の件、実行委員会等の進捗それから赤磐市民バスの松木・下市線と片鉄バスの運行状況につい
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ての報告を２件させていただきます。担当秘書企画課長のほうから説明いたしますので、よろ

しくお願いいたします。 

○秘書企画課長（徳光哲也君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、徳光課長。 

○秘書企画課長（徳光哲也君） それでは、総合政策部の資料をごらんください。 

 まず１点目の赤磐市制10周年記念事業「種まく旅人３」（仮題）でございますが、これの経

過につきまして報告をさせていただきます。 

 １ページはぐっていただきまして、資料ページ１ページでございます。 

 こちらのほうに、赤磐市制施行10周年記念プロジェクト案というふうな組織図を掲げさせて

いただいております。先般の協定あるいは覚書によりまして、松竹撮影所、それから赤磐市、

株式会社エネットと、この３者が連携、協力をいたしまして記念映画をつくるということでご

ざいまして、それの実施に当たりましての実行委員会等の組織をつくるということでございま

した。それの組織図を掲げさせていただいております。 

 まず、左側の中ほどからございます赤磐市制10年記念事業「種まく旅人３」製作実行委員会

でございます。こちらのほうは、主に映画製作のための協力会社あるいは協力金を募集をする

というふうな組織にいたしております。 

 それとあわせまして、10周年記念事業、赤磐市が行います記念事業に協力をするということ

でございます。 

 それから、お金を集めますので、それの管理などをするというふうな組織でございまして、

下にあります四角いプロジェクト責任者というふうなことを書いておりますが、これは主に括

弧の中にございますように、イベント、まちおこし事業あるいは環境事業、特産物拡販事業、

医療関係事業というふうな、主にそういったものに分類をいたしまして協賛会社を集めるとい

う組織のものでございます。プロジェクト責任者にその下にあります協賛会社等々を取りまと

めていただくというふうな組織にいたしております。 

 それから、右側にございます10周年記念事業推進委員会でございますが、これは映画の製作

をするために協力をする地元の推進委員会ということでございます。主に10周年記念事業の推

進をするとか、あるいは映画製作にかかわりましてスタッフの支援、環境づくり、撮影の協力

者とかエキストラの募集、それから映画のＰＲのための協力といったことを行いますし、10周

年にかかわります町おこし事業への支援というふうなことを目的に、地元での推進委員会を設

置するものでございます。 

 この構成といたしましては、下にございますように、地元赤磐市民の代表ということで自治

会、ＪＡ、農業者代表、商工会の代表、学校代表、各種団体の代表あるいは学識経験者という

ふうな方々で組織するようなイメージにいたしております。 

 そういった２つの実行委員会、協力委員会が協力をいたしまして、10周年のいろいろな記念
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事業を行います。下にありますような町おこし事業、ふるさとまつりであるとか花火大会等に

も協力をしていただくというふうなイメージにいたしております。 

 今申しました実行委員会であるとか推進委員会であるとかの実際の規約等につきましては、

原案でございますけども、２ページ以降５ページまで記載をいたしております。これにつきま

しては、今後さらに協議を重ねまして、若干変更があるかもしれませんけども、おおむねこう

いった規約等でこの２つの組織を動かしていきたいというふうに考えております。 

 それから、委員長、片鉄バスのほう、次の市民バスの件も続けて言ってよろしいですか。 

○委員長（北川勝義君） はい。 

○秘書企画課長（徳光哲也君） それでは、２点目の市民バスの松木・下市線と片鉄バスの運

行事業についてでございます。 

 資料につきましては、６ページをごらんください。 

 熊山の松木地区とそれから市の中心部の交通の確保、これは病院であるとか買い物であると

か、そういったことを目的に、新たにことしの５月から開設をいたしました松木・下市線でご

ざいます。これの５月と６月の利用状況がまとまりましたので、表にいたしまして御報告をさ

せていただいております。非常に字が小さくて申しわけありませんが、これを見ますと、主に

赤磐市民診療所、現熊山診療所になっておりますが、そちらのほうからの利用が、５月の全便

でいいますと55人ございまして、これに乗られた方の多くが赤磐医師会病院であるとか市役所

のあたりでおりられていると。また逆に、市民病院であるとか市役所あたりから乗られた方が

赤磐市民診療所のほうまで乗っておられるというふうな形で見ていただければと思います。５

月、６月、大体傾向といたしましては１便、２便の利用が多くて、３便、４便の利用が若干尐

なくなっているというふうな状況が見てとれます。 

 この中で、中ほどにあります日古木・中島口から市民病院のほうへ来て、また日古木・中島

口、ここにつきましては新たなところになりますけども、それ以外、上段のところと下段のと

ころは、現在可真・桜が丘線を運行しているところとダブっているというふうなことでござい

まして、そちらと利用が若干競合しているところもございますが、この表を見ていただきます

と、診療所から市の中心部への利用が多いというふうなことになっております。若干５月より

６月が減ってきておりますけども、今後も利用啓発をしていきたいというふうに思っておりま

す。 

 それからもう一点、片鉄バスの運行事業についてでございます。 

 申しわけないです。こちらのほうは資料がございませんが、先日７月１日に本年度の片上鉄

道活性化対策協議会というのが和気町のほうで行われました。この議題は、主には平成27年度

の片鉄バス運行事業負担金についてを協議するというものでございましたが、その中で吉村備

前市長から、備前市においては27年度４月から新たな交通体系を構築して運行する予定である

と。したがって、本年26年度、27年３月31日をもちましてこの運行事業から脱退したい、撤退
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したいというふうなお話が出ました。赤磐市長、それから議会議長さんも出席でございました

ので、片鉄バスにつきましては、片上鉄道が廃止をされました代替交通手段の確保として運行

してきておりまして、２市２町が活性化対策協議会をつくって支援をしてきていると、そうい

った経緯でありますので、赤磐市としては必要な路線であると。利用者数は若干減っておりま

すが、これについても増加対策等も必要でありますし、この協議会において備前市長から唐突

な提案ということでございましたので、市長、議長からは強く抗議をいたしたところでござい

ます。議論のほうはなかなか平行線のままで終わりましたけども、当日の結論といたしまして

は、今後も幹事会等においてよく協議をするようにということでございました。現在、そうい

う状況になっていることをお伝えいたしておきます。 

 また、事務局のほうとしましては、翌日に備前バスのほうも訪れまして、現状報告、こうい

ったことがありましたという報告をいたしまして、存続の協力のお願いを今しているところで

ございます。これにつきましては、今後幹事会等でもさらに協議をしてまいりたいということ

でございます。 

 以上、簡単でございますが、２点の進捗状況、報告をさせていただきます。 

 以上でございます。 

○委員長（北川勝義君） 執行部のほうから説明が終わりました。 

 とりあえず赤磐市制10周年記念事業「種まく旅人」を議題にしたいと思います。 

 委員の皆さん、質問があったらお願いします。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） 質問が出んので、僕からちょっと、今これを初めて見た中で思うた

んですけど、４ページのとこの第３条で、委員会は委員長、副委員長、委員をもって組織する

というとこで、委員は次に掲げるものから15名以内で市長が委嘱すると、任命するということ

で４ページのとこへなっとんですけど。これで悪いとか言うんじゃねえけど、僕ちょっと今単

純に思いまして、ひとつ赤磐市だけじゃのうて、和気町を入れて、美作市入れて、森林組合が

広域的になったんですけど、森林組合というのも入れるべきじゃないかと一つ思うとんです。

これ入れないのかどうか。各種団体に含まれとるというて、逃げじゃねえけど、それで終わる

んじゃろうか。 

 それから、各種団体の中へ入っとんかもしれんですけど、入らんかもというんで、ちょっと

今思いましたら、15名以内がええか悪いかというのは別として、僕は農業関係が主でやるんじ

ゃから、農業後継者とかというのは入れるべきじゃねえかなとちょっと思うたり、それからも

う一点が、各種団体というんでその中に含まれるんかもしれませんが、直売所、直営で直売所

やったら、例えば言うたら、夢百笑じゃとか、それからもちろん熊山の小野田のとことかとい

うのをやっぱり、そういうのは何か入れるようにすべきじゃねんかなとちょっと思うたり、そ

れからもう一点が、そら各種団体で入っとんかもしれんですけど、そう思うたり、それからも



- 6 - 

う一点が、唯一の赤磐の中にあってあるんで、この事業をやっていくのにこういう中でええん

かもしれんけど、１つがドイツの森。岡山農業公園ドイツの森とそれから今日視察させてもろ

うたコナミさんやこうはどっちへ入るんかわからんけど、こういう一緒に指定管理を受けとん

じゃけん、これはどねえ、入るか入らんのか知らんけど、ちょっとそこらをどう考えられとん

かというのを１点教えていただきてえと思うたんです。せえ15名以内言うんじゃけど、15名が

20名じゃったらいけんのかなと思うて、ちょっと今15名以内の根拠があったら教えていただき

たいと思いました。そこらのことをちょっと、たたき上げというんか、やるのにしてもらいて

え。 

 それからもう一点が、話を聞かせていただいとる中じゃあ、これは山陽の桃を中心にやると

いう話が大体出ております。桃もええんですけど、桃だけじゃのうて、やっぱり赤磐の中でも

誇っていくのは、マスカット・オブ・アレキサンドリアじゃねえけど、是里ワインもその中

へ、ドイツの森というのは是里ワインがあるからあえて言よんですよ。その中ではブドウもあ

るんで、ピオーネとかニューピオーネがあったりするし、それからなぜ森林組合言ったかとい

うたら、仁堀のマツタケというんじゃねんじゃけど、赤磐で一番の、言うちゃあおえんけど、

特用林産物でマツタケがあるんで、農産物でいうたらキュウリがあるとか、岡山県とかいろい

ろあるんで、やっぱり桃だけやるんじゃったら、桃だけじゃねえと思うんじゃけど、意味がち

ょっと尐ねえようになるんじゃねえかと思うんで、できたらそこら辺はどう考えられとんかと

思うて、それであえて農業後継者も入れりゃあええんじゃねえかとか直売所とかというのをち

ょっと思うたんですけど、どんなんでしょう。その２点。 

 はい、徳光課長。 

○秘書企画課長（徳光哲也君） まず、１点目でございます。 

 森林組合であるとか農業後継者あるいは直売所等々、そういった方々にもこの推進委員会に

入っていただいたらどうかということでございます。15名以内というふうにいたしております

けども、特に制限を15名というふうに決めているわけではございませんで、こういった関係者

の方々に入っていただいて、10周年であるとかこういった映画を盛り上げていただくという趣

旨でございますので、先ほど上がっている方々につきましても、普通であれば一緒に協力をし

ていただければというふうに思っております。まだこれから検討をしていきたいと思います。 

 それから、映画の中身でございますけども、桃を中心というのは松竹のほうからの話にも出

ておりましたけども、市としてはこれからストーリーを考えていく上ではそういったものもで

きる限り盛り込んでいただきたいというふうな希望は申し上げていきたいというふうに思って

おります。 

 以上でございます。 

○委員長（北川勝義君） ちょっとええ、まだほかの人が言うんじゃったら言ってくれたらえ

え。 
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 僕は、桃を中心でいきゃあええんじゃけど、特用林産物のマツタケもあったりキュウリもあ

ったり、キュウリじゃなくてエンダイブでもええんじゃけど、例えばの話が。せえから、ニュ

ーピオーネというのはやっぱり本当生産量もふえていきょうんじゃから、そういうふうなもん

がなかったら、桃だけをやるのに１億3,000万円ほど、5,000万円というんすりゃあへんで、僕

は。桃だけじゃったら、言うちゃあ悪いけど。僕も、兄弟のとけえきょうも清水白桃を送るよ

うに頼んでＪＡから送らせたんじゃけど、やっぱり特用林産物のほかのもあるんじゃからやっ

てもらわなんだら、これだけで、松竹も全部知っとんか知らんかわからんけど、こっちも自主

的なことを持って協力をしていくんで、ぜひそういう品を、別に一年間通してやるわけじゃろ

う、結果的には、それをちょっと入れてもらいてえなと思いました。 

 それから、各種団体のでえかったん、15名以内じゃけん、20名とかでもええんじゃろう、そ

こらのことは。せえで、各種団体という中へ、例えば言うたら、女性の会、婦人とかが入って

くるんじゃねえかといろいろ思うとんじゃけど、やっぱり今言う15名、計算しょうったら、そ

ういう例えば人権擁護委員、違うんじゃけど、例えば言うたら女性の会じゃったらこれとかと

いうて入れていきょうったら、スポ尐の代表でも入れるとか言ようったら、15名そこらじゃ尐

ねえ、20名とか25名ぐれえせにゃあおえんのじゃねえかなとちょっと思うたんです。そういう

意味もあって、数を訂正してもらいてえと思うたん。 

 それで、きのういろいろな人と話しょうって、今、大変言い方は悪いんじゃけど、これ僕の

ところへも意見が来たりいろいろしとん。執行部のほうが、市長笛吹けど踊らずで、僕もそう

思うとるからあえて言よんじゃけど、一生懸命、市長、副市長がしとっても、職員が全然動き

ょうらんというんがあるというんか、この間まで、僕もほかもあったんですが、いろいろ会議

をします。議長も出られて会議したときに、会議をしても来られたのは半分もおらんとか、そ

ういう会議もあるんですよ。ただ文書を送っただけのようなことじゃのうて、こういう会議が

あるんで必ず出てくれにゃあおえんと、責任持って出ていただかにゃあ、充て職であろうが出

てもらうんじゃとかという、やっぱり職員のほうが、まあ職員はやっとんかもしれんけど、や

ってねえ、そういうところは見られるんで、はい、来てください、手紙出したよというて、来

なんだら、ああ、来たか、来なんだかというようなこっちゃだめなんじゃねえかと思うて、ち

ょっとそういうこともあって意見を言わせてもろうとんで、ぜひこれをやるんじゃったら、こ

ういう赤磐市の10周年記念等を踏まえて、こういう「種まく旅人」をやるんで、こういう責任

感を持って全員万障繰り合わせて出てくれということをお願いしてやってもらわなんだら、手

紙出したんじゃ、はい、来なんだんじゃというんじゃちょっといけんような気がしまして、や

っぱりやり方も、自分らで言うたら昼がええわな、職員じゃけん。じゃけど、やっぱりそれは

無理じゃと、６時半からの会議にしてくれとか７時からにしてくれというんもあったら、そう

いうこともやっぱり踏まえてやっていただきてえと思うんですけど、これについてどう思われ

とりますかね。 
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 池本総合政策部長。 

○総合政策部長（池本耕治君） １点目の委員ですけれども、先ほど課長が言いましたよう

に、いろんな形で10周年と映画を盛り上げていくということで、各種団体に入ってしまやあも

うそれだけの話なんですけれども、そうではなくて、いろんな直売所の人や、細かく言います

と、夢百笑の人とか農業後継者の人、いろんな農業をされとる人がおりますし、生産者代表で

もぶどう部会の人もおればモモ部会の人もおります。だから、そういうことはもうちょっと細

かくいろんな方に出ていただくようにしたいと思います。形をどうするかというのは、例えば

案でこういう格好にしておりますけども、もうちょっと中身は実際に合うようにしたいと思い

ます。 

 それから、桃を中心ということで言われようりますけども、基本的には特産果実のほうが中

心ということで、今松竹の社長はまだシナリオのとこまでは入ってませんけれども、この前言

われようったのは、赤磐市がそういう果物の歴史がある産地なんで、その歴史をどういうふう

に表現するか、今ある赤磐市の特産果実がこれだけになったという、そういうとこも大切にし

たいというふうなことも言われようりました。 

 したがって、桃、ブドウ、その他、赤磐の産地であるということで、その中にどういう表現

ができるかというのは、これからシナリオの中でお願いをしていこうかなと思っております。

どういうまたシーンが見せられるかというのもありましょうから、そのあたりも検討したいと

思いますので、よろしくお願いいたします。これから、個々具体的なところについては、お願

いしたり詰めていきます。また、閉会中の委員会でも相談、報告をさせていただきますので、

よろしくお願いいたします。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと待って。 

 この物すげえ皆さん、褒めてくれる。議会も頑張ってくれる、市長も必死になって頑張って

くれようる、議長を初めやってくれようるという話が出て、こういう映画が出てくるとかとい

うことで本当にええこっちゃというて言うてくださりょうんですよ、市民は。じゃあけど、僕

は吉五なんですよ。桃だけが出たら、全然もう山陽でやってもらええと、こう話に出してしま

うん。赤坂でもそうなると思う。赤坂ワイナリーがあったり、吉五で言うたらドイツの森の中

是里ワイナリーがあったり、やっぱりそれはもとはブドウが原種じゃからブドウの中から、ま

あピーチワインもつくったことある、天満屋で、あるんじゃけど、そうしたらそういうことの

流れでこういうなんができようるよというふうなとこへ何か一部分、全部前へ前へ出せという

ことを言よんじゃねんですよ。それじゃとか、たまたま言うたら、マツタケでもマツタケの何

かわからんけど、そういうふうなことがあるとか、キュウリとかというのも、ずっとそれを

10分も20分もやってくれというんじゃのうて、やっぱりなかったら、これ今ちょこちょこ桃の

話を僕よう話しょうったら、もうええこっちゃけど、桃の話ばあで、桃じゃあ山陽だけじゃが

なという話が出てきょうんですよ、市民からですよ。そういう話が出てきょうんで、やっぱり
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それじゃったら、金を使うんじゃったら、何をやっても、今ごろ、昔の西高東低じゃねえけ

ど、今言ようるような南の山陽だけがようて、吉五やこう何の価値もありゃへんがなという、

こういう話が出てきょうんですよ。 

 じゃけん、これやったら「種まく旅人」で山陽の桃というて出してもろうたほうがええよう

な気がして。赤磐、赤磐というて、何のことも出んのにというようなことがやっぱり出てきょ

うるということ。そういう話が出て、また市長や副市長や教育長や部長は聞かれてねえんかも

しれんけど、そういう意見が出てきとんですよ。そういう意見を聞きょうんで、それであえて

僕きょうはちょっと言わせてもろうて、けちをつけようと思うて決して言よんじゃのうて、や

っぱりサッポロワイナリーさんでもスポンサーになってあげようというたときに、自分のとこ

のワインをして、こうやってブドウをしてこう出たんじゃというてなかったら、へえ、桃はよ

ろしいということにはそりゃならんよ、是里ワインでも。社長は市長じゃから言ようるかもし

れん。取締役で何でそういうなもんを出すんならということになると思うよ。農協について

も、桃だけをするんじゃったらモモ部会へ出してもらやあええと。じゃから、絶対に農協なん

か、キュウリも、米も、酒造メーカー、酒米をしょうる利守酒造でも櫻室町でも、こういう米

を使うてからに、ここじゃったらあけぼのを使うてやりょうんじゃというて、朝日でやりょう

んじゃということが出たら、農協も金を出しやすうなるし、皆さんがこれ参画しやすうなるん

じゃねん。桃が中心で、桃、桃言うてたら、これちょっと要らんことを言うたら――忘れた、

名前はまあええですわ――瀬戸税務署長へ国から来とった方がおられるんですよ。徳光課長か

奥田次長は知っとるかもしれんけど、来とったんじゃけど、僕ちょっと面識があっていろいろ

やりょうったら、岡山県へどうして来るんな、瀬戸税務署へと言うたら、キリンビールがあ

り、酒蔵がずっとあって、ワインもあって、こういう風光明媚で、それから人間性がええとこ

じゃけえ、ここでキャリアに傷がつかん人が来るんじゃというて、そういう話があったんです

よ。それで、ほんますげえ備前焼もあるしというてもう感動してくれようったんですよ。それ

が、桃はもちろんじゃが、桃だけじゃのうて、そういうこともやっぱり言うてほしいんじゃと

僕は思うんですよ。せえで、この間議会じゃあ乾杯条例もできてやろうということになりまし

たが、賛否両論あるけど。やっぱりそういうのにどうも何かと思うたんで、まあこれ以上は言

いませんけど、ちょっと思いました。それで、何かそういうことは山陽の桃だけじゃというの

は話には余り出てねえけど、何か聞かれんかな、あんたら。そういうことを聞いたことねえ。

特に吉五の支所長じゃ、熊山や、赤坂の支所長、聞いてねえ、そげな話を。そこまで深う入っ

てねえん。 

 はい、支所長。 

○赤坂支所長（正好尚昭君） 赤坂ですけど、映画については特に市民の方から聞いたという

のは余りありません。 

○委員長（北川勝義君） ほか、支所長。 
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 楢原支所長。 

○吉五支所長（楢原哲哉君） 私のほうも、特にこの映画に関しての市民からのことは特に聞

いておりません。 

○委員長（北川勝義君） 熊山は。 

○熊山支所長（山田長俊君） 聞いておりません。 

○委員長（北川勝義君） ほんなら、そのこと、関連。 

○副委員長（松田 勲君） ちょっと関連で。 

○委員長（北川勝義君） ほんなら、はい、松田委員。 

○副委員長（松田 勲君） 済いません。 

 ちょっと委員長も今言われたんですけど、やっぱり大事なのは、赤磐をアピールという意味

でしたらいいと思うんです。ただ、あれも入れたい、これも入れたい、たくさんあると思うん

ですけど、僕は仕事が印刷関係なんで、例えばどうしても行政がこれも入れたい、あれも入れ

たいと言ったら、結局でき上がったら何がメーンかわからんような状態になってくるんです。

そうじゃなくって、基本メーンがあって、その中でちょこちょこ出るんならいいんですけど、

何もかんも出そうとしたら、結局全部けんかして、何の映画かわかんないようなことにはなら

ないでほしいなと僕は思うんです。それよりは、その中でつくることから人情が出てくるよう

な、赤磐市の市民の思いが出てくるような、そういった農家の何か思いが出てくるような、そ

ういった感動的な映画になればいいと思いますし、だからそういう中で、皆さんのいろんな業

種の方、お米の方も日本酒の方もいろいろおられる中で、さりげなく入っているのはいいと思

うんですけど、どんどんどんどんけんかしちゃうようなことは絶対やめていただきたいなと。

ただ、皆さんが本当に一つになれるようなシナリオをぜひつくっていただければと思うんです

けど、市長、どんなでしょうか。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと待って、僕返しとかないけん、松田さんが言ようるのに。

ピオーネを入れとかキュウリじゃマツタケじゃ、米じゃとか、酒があるけんという、そういう

話をしたんじゃのうて、桃を中心にやるんじゃったら桃で山陽でやりんせえという批判が出と

るということを言ようるわけ。じゃから、桃だけじゃのうて、酒米もあって、米もあるんじゃ

から、農協のほうも桃を出すんやったら金を出すな言うかもしれん。全部農産物も出るんじゃ

と、その中で主は桃じゃと。その中で、一部、ああ、こっち行ったら酒米もあって、この酒は

ここでこうできよんじゃと、ここで農家を見て、田舎のちょっと田植えの風景でも映ったらよ

ろしいがなという話をしょんで、マツタケでもこう出とったら山もという話を言よんで、全部

それをどっかへ分けちゃってくれとかという話じゃ全然ねんで、桃でええんじゃけどただ今言

ようったら、桃だけ出ようったら、桃をようけしょうる農家とか桃を販売しょうるとこだけで

金を見てもらやあええというてこう極端な話なってくるから、そういうおそれが出てきょうる

からあえて言わせてもろうたんで、もうストーリーやこう僕ら素人が言う気持ちはねんで、市
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長やこうがお話ししていただきゃええと思うとんで、そういう意味のこっちゃったんです。 

 松田さんの質問にちょっとお答えください。 

○市長（友實武則君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） 市長。 

○市長（友實武則君） 松田委員のおっしゃるとおりだと思います。 

 私もこの映画作成なんかは門外漢ですんで、てんこ盛りにしてもう主張がわからなくなって

しまうということは避けたいとは思いますけども、委員長のおっしゃる赤磐市全体をアピール

して日本全国に赤磐市をＰＲするためにはどうするのが一番かということで、これからシナリ

オ作成に、取材等が入ってまいりますので、そこでしっかりとプロデューサー等と相談させて

いただければと思っております。 

 以上です。 

○委員（澤  健君） はい。 

○委員長（北川勝義君） はい。澤委員。 

○委員（澤  健君） 基本的には映画をつくってＰＲしていくっていうことは大賛成なんで

すけれど、一忚前回の委員会のときの押さえはやっぱりしときたいなというふうに思うので、

１ページのところですけれど、前回お聞きしてちょっとわかんなかったのが、エネットという

のが松竹と資本関係があるのかどうかというのをお聞きしたと思うんですけど、そのお答えを

まずいただきたいというのが１点ですね。 

 それから、臼杵市とか淡路市と連携とってどうやってやっていらっしゃるのかというのを聞

いてほしいということを前回の委員会でお願いしてると思うんです。先方と相談されて、それ

でどういう内容があったのか、我々にとってメリットがある内容があったのかどうか、そうい

うのを教えていただきたいというのが２点目。 

 それから、３点目は、この今シナリオ製作をするっていうのがエネットがやるっていう形

で、エネットに540万円払うっていうことになるのかどうか、そこもちょっと確認をさせてい

ただきたいと思うんですけど、その３つをお願いします。 

○委員長（北川勝義君） はい、徳光課長。 

○秘書企画課長（徳光哲也君） まず、エネットとそれから松竹の資本関係でございますけど

も、申しわけありません、これにつきましてはちょっと資料を調べてみましたけども、インタ

ーネット上だけでは今判明しておりませんので、また調査をさせていただきたいと思います。 

○委員（澤  健君） そういうのは、聞けばわかるじゃん。聞いたの、向こうに。エネット

とか松竹に聞いたん。 

○委員長（北川勝義君） 持ってねえとかというてわかるわ、簡単。持っとんじゃろう、そり

ゃあ。聞きゃあわかるわ。 

○秘書企画課長（徳光哲也君） 一忚調べたところでは、ないというふうに考えております。
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普通の製作会社……。 

○委員（澤  健君） 聞いたの、それ。 

○秘書企画課長（徳光哲也君） 申しわけありません。ちょっとまだ確認をいたしておりませ

んので、また報告をさせていただきます。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと徳光課長、昼のとき休憩があるから、部長、確認とってく

ださい。それで、昼からはっきりそのなかったらないと、あるならあるというのをやっぱり報

告してください。それはもう前回の委員会でそこまで指摘されて一般質問にもなっとんで、ち

ょっとやっぱりやっていただきてえん。 

 それから、次。 

○秘書企画課長（徳光哲也君） それからあと、臼杵市とか淡路島の件でございますけども、

まず臼杵市につきましては、先般も報告をさせていただいておりますが、まず金銭面でいいま

すと500万円臼杵市が支払って、それから県からの補助金をいただいて、合計で1,000万円負担

をしているという状況でございます。 

 それから、協力関係でございますけども、まず当時、塩屋監督という第１作目をつくられた

監督はこちらの臼杵市の御出身の方でございましたので、当然市のほうに協力を依頼をして、

市のほうは全面的に協力をするということで、例えばたくさんの機材がありますんで、そうい

ったもののとめ置く部屋の用意をしたり、それから関係部署との連携をとったり、それから大

分県とかの他の団体との連携を図っておられるということでございます。当然市の職員もいろ

いろな場面で協力をしているというふうに伺っておりますし、当然観光協会であるとか商工会

議所等との連携も行っているというふうに聞いております。 

 それから、淡路島のほうでございますが、これは淡路島は現在進行形で映画をつくっている

状況でございますが、現場のほうの撮影自体はことしの２月ぐらいに終わっているということ

でございます。そちらのほうは、現場のほう、撮影をした舞台は３市、洲本と淡路市とそれか

ら南あわじ市、この３地区で撮影をしておりますので、撮影自体は市のほうが場所を紹介をし

たりというふうなことはいたしておりますけども、主には淡路島のフィルムコミッションみた

いなところが中心になって行っておりまして、先般もお聞きいただいたんですけども、直接的

な金銭の補助的なものは各市からは出ておりません。お金については、そういったコミッショ

ンのほうには全体の負担金としては払っていると、それぞれ各市が負担をしているということ

でございまして、直接的な市からの映画製作会社のほうへの負担はございませんけども、そう

いったフィルムオフィス、コミッションみたいなところを通じての支援をしていると。 

 それから、スポンサー集め等につきましては、こちらは淡路市全体の観光協会がございまし

て、そちらのほうが実際にはかなり協力をしているということでございます。 

 それからもう一点、540万円の支払いの件でございますけども、これにつきましては実際の

製作を取りまとめておりますエネットのほうに市からの直接負担金として支払います。そうい
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うふうなことで今動いております。 

○委員（澤  健君） 済みません。 

○委員長（北川勝義君） はい。 

○委員（澤  健君） だから、エネットがシナリオをつくるということになるわけじゃね、

理屈上、赤磐市との関係からいえば。 

○秘書企画課長（徳光哲也君） そちらのほうからこちらにまた現場のほうに視察に来られた

りして、シナリオを書いていかれるということになろうかと思います。 

○委員（澤  健君） わかりました。 

○委員長（北川勝義君） はい、佐々木委員。長うかかる。先に質問だけしとこか。 

○委員（佐々木雄司君） お疲れさまでございます。 

 ４ページの推進委員会設置要綱のほうをお尋ねしたいと思います。 

 ２条の業務の範囲、ここを読ませていただきますと、いわゆる表題に書いております赤磐市

制10周年記念事業について推進する委員会ということで、１、２、３と書かれているわけです

ね。その中に、１ページ目のいわゆるこのプロジェクトの「種まく旅人３」の部分というの

は、この推進委員会のいろいろある中での一つの部分ということだと、この文章から私は読み

解いていますけども、それでいいですかというところを確認をさせていただきたいと思うの

と、あとこの１ページ目を見させていただきますと、真ん中の左側手、丸い円の分ですね。こ

このとこに実行委員会というのがありまして、協力委員会というのがあります。右側手が協力

委員会です。４ページ目の推進委員会の設置要綱というのは、まさに右側手の協力委員会とい

うことなんですけども、ここをどのように考えていらっしゃるのか、ちょっと今この場で確認

をしておきたいと思うんですが、実行委員会がいろいろなことを決めてまいります。決めたも

のに対して協力するんですよねというところを確認したいんです。というのが、この協力委員

会の中に、第３条、組織として自治会長だとか９個の項目、(9)までの項目があって、いろい

ろな方が入っているわけです。今、委員長のほうからも、ここのところにもっといろいろな方

の意見を入れてみたらどうかというような御意見があったわけですけども、ここの中で、例え

ば自治会の代表であるとか、公立学校の代表であるとか、各種団体の代表みたいな方が協力者

の立場で映画に対してこうしろ、ああしろ、こんなことをしろ、こんなことをしてくれってい

うふうな要望が来てくると、これ映画にならなくなりますよ。だから、そこのところをどのよ

うに色分けをされているのか、線引きをされているのか、この場でちょっと確認しておきたい

と思っています。そこら辺のところの考え方をちょっとお答えいただいたらと思います。 

○秘書企画課長（徳光哲也君） はい。 

○委員長（北川勝義君） はい、徳光課長。 

○秘書企画課長（徳光哲也君） まず、１点目でございます。 

 推進委員会のほうがどのようにこの映画のほうにかかわるかということでございますが、推



- 14 - 

進委員会のほうは、全体の赤磐市制の10周年記念事業というものの連絡調整も当然図ります

が、大きくはこの映画の製作にかかわって協力をすると。その協力の中身につきましては、１

ページの右の丸の中にありますような映画の製作スタッフへの支援とか環境づくりとかエキス

トラ等の募集等について、これは推進委員会は地元でのそういった活動に協力をするというふ

うなイメージでございます。 

 それから、左側の製作実行委員会でございますけども、これは主にはその下にありますよう

なこの映画にかかわります協賛会社等々を集めていただくといいますか、実際には協賛金を集

めていただくような、そういうふうなイメージでつくっております。したがって、実際のシナ

リオ等につきましては、上にあります先ほど言ったエネット等がつくっていきますので、直接

的に実行委員会あるいは推進委員会がその中身までは余り入っていけないかもしれませんが、

要望、意見としては酌み取っていければいいかなというふうなイメージで思っております。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） よろしい。 

 はい、佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） わかりました。ちょっと私のほうのこの表の読み方に錯誤があった

ようで、今の御説明をいただきましてよくわかりました。 

 つまり実行委員会というものが民間企業で言えば営業的な部門をつかさどり、この協力委員

会というものが業務的なものをつかさどるんですよと。それぞれの独立した部署であって、こ

の３つ、松竹撮影所、赤磐市、この株式会社エネットというこの３者の映画撮影に対してそれ

ぞれの場所でそれぞれがかかわっていくんですよということですね。ということであるという

のがわかりましたので、ありがとうございました。 

 あともう一点お尋ねしたいのが、３ページ目。 

 会計、９番、経費は分担金、協賛金、その他の収入をもって充てると書かれているんです

が、これ前回の委員会のときに私御指摘をさせていただいたんですが、この実行委員会の運営

資金というのはどこから出るんですかというところのことをここで答えていただいているんだ

と思うんですが、これ分担金、協賛金が集まらなかったら誰が負担するんですか、運営できな

くなりますけど。そこら辺の考え方って、そうなったときにどうするんだっていうものの担保

となるようなものの考え方って何かお持ちなんでしょうか。 

○秘書企画課長（徳光哲也君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、徳光課長。 

○秘書企画課長（徳光哲也君） この協賛金につきましてでございますが、これも前回の委員

会のときにお答えをさせていただいたかと思いますけども、いわゆる松竹撮影所等がシリーズ

でつくるような映画でございます。協賛金が集まらないということは映画の失敗につながると

いうことでございまして、どうしても製作会社あるいは松竹についてもそういったことは避け
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なければいけないというふうな御決意でございます。当然、先ほど言いました協賛金を集める

ための実行委員会のほうも既に水面下では動いておりまして、そういったことで必ず成功する

ようにというふうな決意でいきたいというふうに思っておりますので、集まらないことは現在

のところは想定をいたしておりません。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） はい、佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） ありがとうございます。 

 いや、そうじゃなくて、映画を成功させるために、このプロジェクト責任者たるような人か

ら、要は協賛金を集めたりいろいろな準備をされるというのが実行委員会になってくるわけじ

ゃないですか。その実行委員会が動くためにも、じゃあ車両をどうするのであるとか、事務所

をどうするのであるのか、事務員を何人置くのであるのか、電話はどうするのか、人が来たと

きのお茶はどうするのか、どなたかがいらっしゃったときに一緒に食事をとるときのその交遊

費はどうするのであるのか、経費関係のものもこの分担金、協賛金を集めるということになっ

たら、分担金、協賛金を集めるためのお金はどうするんですかということじゃないですか。そ

の分担金、協賛金を集めるための経費というのはどっから出るんですかという話はここに書か

れてるんですかというところでお尋ねしているんですけど。 

○委員長（北川勝義君） 今言われたことをちょっと僕聞きょうって理屈がわからんのもある

んじゃけど、執行部じゃけえ、プロパーじゃけえわかっとるが。集める金の金というのはちょ

っとよう理解できんのじゃけど、そこらも整理して、これから12時40分まで休憩といたしま

す。２時40分から市長、教育長、副市長も出られるんがあるんで、12時40分はちょっと時間が

早いんですけど、やらせていただきたいと思いますんで、そのときに明確な回答、先ほどの澤

委員が言われたことの２点、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

              午後０時10分 休憩 

              午後０時40分 再開 

○委員長（北川勝義君） 再開します。 

 先ほど佐々木委員のほうから質問があった件の前に、澤委員のほうが質問せられましたこと

に関しての株式会社エネットの資本関係、松竹との関係がわかって、それから540万円をエネ

ットに払うといったような流れのことを尐しちょっと先に整理しときたいと思うんで、御報告

願います。 

○総合政策部長（池本耕治君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、部長。 

○総合政策部長（池本耕治君） エネットの話が出ましたけれども、エネットと松竹の関係に

ついては、資本的な提携っていうのは、資本関係じゃなくて、松竹撮影所の――契約してるか
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どうか――指定の製作会社、何社か抱えとんでしょうけども、そういう指定の製作会社です。

したがって、最初に協定を結ぶときに３者の契約をしとりますけれども、松竹それから赤磐

市、エネットで、エネットが実際松竹の指定として撮影をするということで３者契約、これで

松竹のほうから赤磐での撮影ができるということで、そういう要請を受けておりますので、赤

磐市としてもそういう形でエネットを含めた３者契約にしまして、契約上にあるように、エネ

ットへここの協賛会社からの製作経費等についても赤磐市のシナリオ作成の費用についてもこ

こへ支払うという契約を最初に松竹のほうの要請でやらせていただいておりますので、これに

ついては映画関係でございますので、こういうチャンスでありますので、ひとつこういうこと

で赤磐市も了承しとんでよろしくお願いいたします。 

 それから、左側の実行委員会の運転資金のお話がありましたけれども、市役所でも同じなん

ですけれども、４月の頭には歳入はありませんので、一時借り入れ等でいきますけれども、こ

の実行委員会については一時借り入れ的なもんができません。鶏が先か卵が先かというような

形になろうかと思いますけれども、ぼつぼつ動かすためには、初めはどうしても手弁当みたい

な形にならざるを得ないということでございます。現実的にそういう形でもう既に動いていた

だいておる実態があります。したがいまして、ある程度協賛会社も初めのうちにはそういう手

弁当のところで協賛会社がだんだんふえていき、ある程度のところからきちっと経費について

は出ていくという格好になります。 

 そういうことでございますので、最初のスターターのところの費用につきましては、今回こ

れの分については手弁当みたいな感じになっておりますので、御理解いただきたいと思いま

す。 

○委員（澤  健君） はい。 

○委員長（北川勝義君） はい、澤委員。 

○委員（澤  健君） ありがとうございました。 

 資本関係がないというのはわかりましたんで。 

 それで、私のほうから話しておきたいのは、自分で感じたことですけど、正直私は民間会社

でたくさんの契約をやってきまして、池本部長の言う民間との契約というのをずっとやってき

たんですけど、正直言うと、こんなに一方的に松竹側に言われた内容でやったっていう経験は

ないんですよ。 

 それで、今回も松竹にエネットの資本関係を聞くということがもしかしたらできなかったん

じゃないかなというふうに思ったんだよね。だから、一方的に言われっ放しだったら結局失敗

するから、そうじゃなくて、確かに何百も市がある中で赤磐市に引っ張ってきたかったわけで

すよ。それを市長を初め、皆さんで頑張ってやっていただいたのはすばらしいと思うんです

よ。だけど、やっぱりそこは交渉というのがあるわけだから、相手に対して言うことは言わな

きゃいけないんですよ、やっぱり。それを言って、そしてだめなものはだめでしょうがないん
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だけど、それはやり方がいろいろあるわけだから、その辺は池本部長なんかもう百戦錬磨じゃ

ないかと思うんだけど、何かその辺がもう大丈夫なのかなっていうのが非常に不安なんです

よ。 

 だから、ほかの市に最も相談してほしかったのはそういうことだし、交渉して言わなきゃい

けないことは言わなきゃいけないんですよ。 

 私たちが民間のときなんかやった例で言えば、例えば担当者は激しく向こうに、こういうこ

とをしてもらわなきゃ議会を通らないよっていうことを言っといて、あとは部長が出ていって

抑えるとか、やり方はいっぱいあると思うんですよ。だから、そういうことがちゃんとやれて

るのかなっていうのが、正直申しわけないんだけど、非常に疑問なんですよ。だから、確かに

引っ張ってこなきゃいけないし、それはすばらしいことなんだけど、交渉は交渉としてきちっ

とやってほしいということをあえてもう一回要望しときます。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） 市長、よろしいね、今澤委員が言われたそのことをちょっと要望も

答えていただかにゃおえんと思うんで、その返答をもろうとかにゃ。要望します言うたら、も

うこれ大事なことで、動いていきょうんで。 

○委員（佐々木雄司君） その前に、確認。その分に関して、ちょっと先に確認させてもらい

たいと思う。 

○委員長（北川勝義君） はい。 

○委員（佐々木雄司君） お疲れさまでございます。 

 今、澤委員のほうから非常に熱烈なお話が御意見としてというか、要望として出たようなん

ですが、済いません、ちょっとそれ私聞いていまして、あらっと思ってちょっとお尋ねをした

いと思ったんですが、赤磐市はあくまで製作協力で、赤磐市がお金を出して実施母体となって

映画つくるわけじゃないですよね。ちょっとそこんとこを教えていただけます。 

○総合政策部長（池本耕治君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 部長。 

○総合政策部長（池本耕治君） 製作母体は、松竹であり、実際製作するのはエネットが実動

部隊で製作をいたします。したがいまして、赤磐市はそれに協力するということと、赤磐市で

シナリオをつくっていただくということで、それの540万円は予算に組ませていただきまし

た。これについても、エネットのほうへ最初の協定によって支払うということでございます。 

 したがって、映画の実動製作部隊は実際はエネットでございます。そういう格好です。 

 それから、澤委員がおっしゃられたことは十分理解をいたしておりますので、そういうこと

を踏まえて今後の交渉に当たっても、そこまで踏み込んだ形でやっていきたいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

○委員長（北川勝義君） 何かあったんじゃねん。 
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○委員（澤  健君） 別件でいいです。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと待って、別件で。 

 はい、市長。 

○市長（友實武則君） 先ほど池本総合政策部長のほうからの答えに尐し補足をいたします。 

 この映画製作は、単純に映画を撮るだけというふうに私どもは考えておりません。確かに松

竹映画とエネットが主体的につくっていくものでございますけども、これを機会に赤磐市を全

国にアピールする、そしてもう一つには市民の皆さんとこれを共有してこの10周年をみんなで

お祝いするということから、この映画製作に関連して、これを一つの題材として赤磐市の祭り

だとか行事のイベントにこの材料をしっかり使わせてもらう。また、関西や首都圏でイベント

ものがあるときには、赤磐市の特産品を持ってアピールする、そういった場面をこの映画を通

じてつくっていくように、このエネット、松竹撮影所に強く申し入れて、これは実現が果たせ

そうです。これはまだ決まってないのでわかりませんが、そういったことを私どもは、エネッ

ト、松竹にしっかりと言わせていただいて、これがかなうようにこれからも強く交渉を続けて

まいりますので、御理解、御協力よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと要らん話になるんじゃけど、前、旧吉五のときに歌手を呼

んで吉五支所で吉五町の歌をつくったときがあるんです。そのときは、やっぱり契約するとき

にいろいろあってなかなか難しかったんです、契約の仕方も。それを僕がちょうど担当課長や

ったけん経験しとんですけど、その後でＤＶＤとか、それからテープ、それからＣＤをつくる

ときは、何か知らん間にもうこの徳間ジャパンでやってくださいというて、もうそれもええと

か悪いとかこっちが言う話じゃのうて、もう自動的に流れてきたようなことで、何かこの業界

というんか、僕が経験したときは、結構、僕らはこういう性格じゃから、おえんと、これアカ

マツ入れてくれにゃおえんとかいろいろ言ようりましたけど、なかなか全部は入れてもらえん

というんか、聞いてもらえんと思うんで、それどこまで、契約の仕方はいろいろ思うんで、そ

れは御理解願わにゃおえんのんじゃねえかというのが１点あるんと、僕はまあわかる。 

 もう一つは、市長とか担当部課長、副市長やこうは力を持って、特に話をするときに言うて

ください。それを言うたら、情熱を聞いたら、向こうもやっぱり人間じゃから相対でやってく

れて、どれだけ赤磐のことをやりてえというんので、ぜひそこんとこをやってもらいてえとい

うことで。 

 僕が何でくでえこと、桃を中心じゃけどほかもやっていただきてえ、ワインとか酒もある

し、米とかというのを、なぜ言いようるというたら、みんなが協力して、愛着持って、金を出

しやすうなるという、金を出しやすうなるというたらちょっと言い方悪いけど、協賛金をもら

いやすうなるということを一つ言いたかったんで、そういうことも言うとん。 

 それから、一つこれもう大分の臼杵市のほうやこうは、もう映画上映しとんでしょう。やっ
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とんでしょう。ＤＶＤか何かがあるんじゃねん。ちょっと見せてくれりゃあええのにな、貸し

てくれるとか見てみにゃあ、まだ淡路のほうはなかろう、まだ。映画でやってねえけん、ま

だ。やっぱり希望がありゃあ、見て、関係者にどういうなんかなというのもやっぱり知っても

らいてえかなとちょっと今思うたんよ。これは要望ですけど、もしあったらで結構なんで、ど

うこうじゃねんですけど。私の言いてえのはそういう意味でした。 

 はい、佐々木委員、ちょっと待って。 

 それから、佐々木さん、皆さんに御注意しときますけど、この委員会のときに、本会議場は

議長がやられるん、委員会の中で、御苦労さまです、佐々木ですとかという、まあ例えば、北

川です、御苦労さまです、もうそういうことは言わんでもええ。前見てぱっと簡単に明確にや

ってください。お願いします。 

 はい、佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） 済いません。 

 さっき市長にお尋ねしようと思ったんですが、市のほうから、実施母体、映画の撮影は松竹

がやって、エネットさんがおやりになられる。それで、赤磐を舞台としておつくりいただく。

それはもう非常に赤磐市としてはチャンスだし、願ったりなことで、ぜひぜひやってください

というのが本来の赤磐市の姿勢なんだと思うんです。 

 そういう中で、せっかく赤磐市で撮影をしていただくならば、10周年に絡めてあれをやって

いただきたい、これをやっていただきたいというのが周りからも出るでしょうし、市としても

持ってると思います。でも、それを映画会社さんに言えば、口を出せば金を出さなきゃいけな

い。当然何かをその対価として出さなきゃいけないんですが、どこまで出すのかというところ

の範囲がまだ明確になっていないというところもありますよね。そういう段階で、熱心にいろ

いろお願いをしていくっていうのはいいんですけども、その対価としてどこら辺ぐらいまで考

えているのかというところが、僕は今後いろんな話をこの委員会の中でやっても、議会の中で

やっても出すときに非常に議論が分かれてくる部分になってくるのかなというふうに思った

り、ちょっと心配してしまうんで、そこら辺どう考えていらっしゃるのか。やっぱりおやりに

なられる撮影するシナリオを持って、向こうも営利企業ですから映画をつくっていかなきゃい

けない。そこの赤磐市を舞台として撮りたい。それはうちの赤磐市としてはもうオーケーと、

ぜひやってくださいと、それはわかるんです。そこのところで、あれをやってくれ、これをや

ってくれ、こんなことをやってくれということでプラスアルファを向こうのほうに要望すれ

ば、当然ながらうちのほうとしても赤磐市としての対価を払わなければいけない。そこら辺は

どの程度お考えになられてるんでしょうか。 

○委員長（北川勝義君） はい、池本部長。 

○総合政策部長（池本耕治君） シナリオの中にあれこれ、さっきの委員長等の御質問に戻る

んですけども、いろいろ要望はいたしますけれども、どういうふうに赤磐市全体をＰＲするの
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に見せるかっていうのはシナリオライターが考えられると思います。ですから、全部が全部を

入れてください言われましても、副委員長が言われたように、てんこ盛りになってわけがわか

らんようになるようなことには多分できないと思いますので、そのあたりはうまいこと赤磐市

全体がＰＲできるような筋書きづくりっていうのはうちのほうでお願いをしたいと思います。

ただ、それを言ったからうちが余分に負担をするということには相ならんと思います。 

 それから、映画の10周年記念事業の一つとしてこの映画撮影に協力し、映画を撮っていただ

いて、その前後、撮影前、撮影後、あとロケ地ツアー、そういうことで赤磐市のほうの宣伝な

り、あとイベントで追っていきたいなというふうに思っていますし、ちょうど10周年のイベン

トを来年度計画をしなけりゃいけないときに来ておりますので、10周年のイベントをどういう

ふうにこの映画と絡め合わせるか、あるいは10周年のイベントを機にどういうふうにこれから

の赤磐市のイベントをしていくかというのは、これから考えていきたいと思いますけれども、

何らかの形で、映画会社に要望して追加料金を払ってこうしてくださいというよりは、この映

画を利用して赤磐市を全体的にＰＲしていくほうへ持っていきたいなというふうに考えており

ます。 

 ということで、よろしいでしょうか。 

○委員長（北川勝義君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） 済いません。 

 何かわかったようなわからなかったような、最後ちょっとうにゃうにゃっとしてしまったん

ですが、要するにこの１ページ目のグラフというかこの表を見ますと、赤磐市が映画製作を協

力するんですよと。その中で、この下のところに協力委員会とか実行委員会というものをつく

っていくんですよと。こういった実行委員会とか協力委員会というものをつくっていく中で、

この協力委員会の中では撮影スタッフへの支援、撮影の環境づくりとかエキストラの募集であ

るとかＰＲのための協力、こういったものを考えていますよと。 

 こういうような地元の協力を映画製作に関して、赤磐市がこういったものをつくることによ

って協力していきますから赤磐のいろいろなこちらの要望というものもある程度は聞いてくだ

さいねというような、そういう関係づくりに結びつけていくというような、こういう表の読み

でいいんですよね。そういうことですよね。 

○総合政策部長（池本耕治君） はい、そうです。 

○委員（佐々木雄司君） だから、これを超えて、あれをやってくれ、これをやってくれとい

うようなことを要望すれば、お金なりこれ以上の協力が対価として発生するということは御認

識いただいているということでいいんですね。 

○総合政策部長（池本耕治君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、部長。 

○総合政策部長（池本耕治君） これ以上のことをしてくださいよということにお金を払うと
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いうのは、まだそこまでは想定してません。でき上がったらＤＶＤをたくさん買って、赤磐市

の宣伝に使う必要があるんかなぐらいしか今思ってません。 

 逆に、１ページめの一番下へ書いておりますように、町おこし事業として赤磐市がイベント

をするようにしております、来年10周年の関係で。それに右側の委員会は市の委員会ですの

で、当然いろんな形で御支援をいただきますけれども、左側のほうの協賛会社が集まっている

ものについても、できるならこちらのほうにも協賛をしていただかなきゃなという、欲をかけ

た組織図にしたのが、一番下の町おこし事業において協力支援というのをつけとります。若干

私の発想、逆の発想に。これがどうかというのは別の話で、ちょっとこういう欲どおしい言う

たらちょっと語弊がありますけれども、できんかなということでお願いします。 

○委員長（北川勝義君） はい、佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） なぜそういうことをお尋ねしたのかといいましたら、協定書の今私

がお尋ねをしたのがまさに中身になってくるんだと思うんです。この間交わした540万円のま

さに覚書の意味というのがこういうところに結びついてくるのかなと思って、その確認の意味

でもう一度お話を聞かせていただいたということなんですが、そういう認識でよかったでしょ

うか。 

○委員長（北川勝義君） はい、部長。 

○総合政策部長（池本耕治君） そういう形になろうかと思います。よろしくお願いします。 

○委員長（北川勝義君） はい、澤委員。 

○委員（澤  健君） 配給とか、それからいつごろスケジュールをつくってくるのかとか、

これからなのかもしれないんだけど、配給も全国配給もあれば部分的な配給もあるじゃないで

すか。今、この配給に関する責任も一忚エネットが持ってる形じゃないんかと思うんだけど、

その配給とかっていうのはどういうふうに決まっていくんですかね。 

 それから、映画のスケジュールっていうのがどういう、まさに実行委員会もできてくるんだ

けど、いつごろから撮り出すとか、今覚書とかそういうのには書いてないけど、何かそういう

話し合いはしてるんでしょうか。 

○委員長（北川勝義君） はい、池本部長。 

○総合政策部長（池本耕治君） まだ映画が完成のとこまでいっておりません。28年夏の予定

というぐらいなんですけれど、全国ロードショーということなんです。淡路島が27年の夏とい

う予定なんです。それで、まだそこまではいってませんけれども、まず具体的なシナリオ作成

に入るところの第１回目の打ち合わせといいますか、まだ細かいところは決まっておりません

けども、28日ぐらいには松竹社長、エネットの社長、シナリオライター等々と打ち合わせがで

きるような今日程調整をやっております。それぐらいのとこです。 

○委員（澤  健君） わかりました。 

○委員長（北川勝義君） 澤委員の質問の関係なんじゃけど、さっき言われたときに違和感が
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ちょっとあったんじゃけど、配給を受けるのはええんじゃけど、やりてえって手を上げなんだ

ら、要らんのんじゃろう、来んのじゃろう。いや、例えば僕が映画会社で映画館を持つとする

が。僕が持っとって、松竹がしちゃるというて言うのに、うちら要らん、そんな映画おもしろ

うねえけん言うたら、手を上げなんだらおえんのんじゃろう。 

○総合政策部長（池本耕治君） そこまでの関係わからんですけど、全国ロードショーで松竹

系とかいろんなあるんでしょう。 

○委員長（北川勝義君） それで、僕がちょっと今思うたん。ＤＶＤやこうをやってしだした

らありゃあ、放映して、映画を上映すりゃあな。上映してから１カ月ぐれえ後、２カ月ぐれ

え、大分後。半年後ぐれえ後かな、３カ月か。 

 いや、というのが、僕何で思うたというたら、あれになりゃあ、ＤＶＤ見りゃあ映画行かん

者もおるし、映画に持っとっても行く者もおるけど、後になるんじゃと思うんじゃけど、何か

赤磐市が買わにゃおえんというて、佐々木委員のとこで買わにゃおえんような言い方したか

ら、何ぼかはくれるんじゃろう。この中入ってきとんじゃけん。いや、買うんかな。いや、僕

はこれようけ買うとったんじゃ、徳間ジャパンで。ようけあったと思うたら、僕はみんなより

早う役場を退職したから、やめて、そしたら出納室の金庫の中にあったんじゃけど、僕、この

間じゃねん、大分前じゃけど、行ったら、１枚か２枚しか残ってないん。どこへ行ったんとい

うて、合併してから全部のうなってしもうたんじゃ。いやいや、そういうことにならんよう

に。 

 何でこういうことを言ようるかというたら、先の将来を心配しょんじゃけど、よしいっ子と

いうのが吉五にあって、この間、総務文教でも行ったら、１、２、３、４、５、６ぐれえがね

えわけなんじゃ、その後が残っても。僕全部持っとったんじゃが、水害でなったりしてからも

うおえんようになったんじゃけど、やっぱりそういうなのを持っとかにゃおえん。大事なもん

じゃから、もうこれから赤磐でこういう映画をそうするチャンスはねえと思うんじゃ。必ずき

ちっととって、各図書館には置いとくとか、それからもう大事なのはデータ化してどうしてし

とるというのをもうぴちっとやってもらいてえと思うんじゃ。僕らが１個家に持っとったらの

うなる可能性があって、何でこういうことを言うかというたら、トマト銀行の社長さんが城山

公園まつりへ、社長が来て、吉五詩情を歌うんじゃと。せえで、欲しいんじゃというて、あれ

が欲しいと言うたらなかなかなかって、僕が持ったのはほかの人やこうというてから上げるよ

うにしたんじゃ。僕はせえでのうなって、１つ同僚の先輩議員から買ったまんまうちにＤＶＤ

を置いとんじゃけど、やっぱりそういうなんを上げるんもええんじゃけど、何十枚とかという

のをぴちっと今後はもう、こけえ行ったら、議長室に行ったらかけりゃあもうかかるんじゃと

いうぐれえ、１個ぐらい見れるように各支所とかでぴちっとしてもらいてえと思うんですよ。

どけえ行ったらええ、何年のかね、ありゃあ知らんで、10年ぐらいあったかなというて、どけ

え行ったかわからんようになることはねえようにしてもろうて、せえからこれも交渉なんで、
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こういうことをやるんじゃけん、くれえ言わにゃあ。赤坂も一遍したことあろう。ねかったか

な、天然ライスや何やかやで。あれテレビの宣伝か、難波町長が言ようったのは。なかなかあ

あいうなんはくれたりするという条件がつくと思うんじゃ。政策部長、ええ交渉をやってくだ

さい。ねえというこっちゃねえようにと思いましたんで。 

 はい、澤委員。 

○委員（澤  健君） 済いません。 

 議会だよりのほうに、この「種まく旅人」の映像の写真を載せたいって言ったら、何とか権

があってだめだっていう話になったんだけど、そうなのかもしれないんだけど、正直言うと、

「種まく旅人」っていっても誰も知らないんよ、ほんまに。でも、そこに出てる役者が、例え

ばたしか陣内さんが出てたと思うんだけど、陣内が出てるとかそういうて言うと、ああ、すご

いなっていう……。 

○委員長（北川勝義君） それでええんじゃねん、おえんの、そりゃ。 

○副委員長（松田 勲君） 許可をもらわにゃいけん。著作権。 

○委員（澤  健君） いや、おえんのですよ、それで。だから、そういうことになるんで、

やっぱり「種まく旅人」にそういう陣内さんが出てるとか、そういうのが出てくると、また一

段と盛り上がってくると思うんよ。だから……。 

○副委員長（松田 勲君） ただ、宣伝ということで……。 

○委員長（北川勝義君） 宣伝ですりゃあしてくれよう。宣伝じゃったらええんじゃねん。 

○委員（佐々木雄司君） 申し入れの問題じゃと思うけどな。 

○委員長（北川勝義君） 宣伝じゃったら。どんなんじゃろう。 

○委員（澤  健君） だけど、議会事務局から池本部長のとこへ行ったらだめだって言われ

たんだよね。ねえ、課長。 

○委員長（北川勝義君） いや、宣伝やこうじゃったらええんじゃねん。 

○委員（澤  健君） だから、何かうまくその辺を。俳優がやっぱりいいんですよ、俳優

が。皆、俳優はわかるんやもん。 

○委員長（北川勝義君） 28年７月というたら、もうぼちぼち選挙の前じゃし。 

○委員（澤  健君） だから、そういう……。 

○委員長（北川勝義君） 皆でえれえ出とったりしてみい、市長やこうぼっけえ……。 

○委員（澤  健君） ちょっとじゃあ回答もらっとこう。 

○委員長（北川勝義君） 徳光課長。 

○秘書企画課長（徳光哲也君） まず、顔写真等についてなんですけども、これは肖像権があ

りますので、無許可では使えないということで、許可を得れば大丈夫かと思います。 

 それから、宣伝をしなければいけないんですけども、例えば今度パート３で赤磐市で撮った

分につきましては、赤磐市にも費用を負担しているということがありますので、それは宣伝
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に、ポスターであるとかというのは使えるというふうにお伺いしております。それは積極的に

使っていきたいと思いますし、先ほど澤委員の御質問の中にありましたように、これから年末

にかけてシナリオを書いていきます。それで、来年１年間ほどかけて撮影をしたり編集をした

りというふうなことをやりまして、その次の年の夏ぐらいが……。 

○委員長（北川勝義君） 徳光課長、今言よんのは、陣内さんが出たときの大分県のがええ俳

優じゃから、こういう「種まく旅人」じゃあ言うてもわからんから、赤磐市の広報へ、こうい

う映画を10年記念でするようになったんで、陣内さんの出たこういう「種まく旅人パート３」

で赤磐が桃いうか農産物でやりますよというＰＲを広報あかいわへ出してえわけじゃ、ＰＲ

を。じゃあから、言うたら、そういうことは課長、部長、市長、そういう赤磐市の皆さんに広

く知って、みんなエキストラも出てもらわにゃおえんというたら協力を願うためにこういうこ

とを出したいんでというて交渉してくださいよ。こんなことが交渉できへんというて、何でも

かんでも、エネットじゃくそじゃあというて、やられるばあじゃのうて、ちいたあ言われえ。

こういうふうなときに市長が言わなんだったら、江見さんという特命何とかというておったで

しょう。行かにゃおえん。おえなんだら僕言うてきてあげようか、松竹へ話をして。 

○副委員長（松田 勲君） 出たほうが宣伝になるが。 

○委員長（北川勝義君） 言うなら言うてあげるで。そこをちょっと。 

 というのは、皆市民がこういうもんがあるから、エキストラも出れるんじゃとか、こういう

土地も知ったとこが出るんじゃ言うたら、知ったとこが出たら、テレビを本当に見よんじゃね

え、どっか。あ、ここは行ったことがあるとか、旅行でも。全然ねえとこは関心ねえけえ見ま

あ。そうしたら、今度赤磐市のする映画が物すごうＰＲになるし、前評判で。大阪へ行って、

清水白桃を１切れ切って食べてください言うよりはかえってええわ、そりゃ逆に言うたら。え

えか悪いかわからんけど、そのけえぐれえなのは裁量権じゃ、もうこれは言やあええが、もう

これは決まって契約したんじゃけん。赤磐市の議会とこの協議会をつくるときに実行委員会を

つくるときになるメンバーが、皆やらなんだら市民が協力せん、やったら協力しちゃる言よん

じゃというて言うてみい、すぐええことです言うと思うよ。どんなですか。 

 はい、池本部長。 

○総合政策部長（池本耕治君） 例えば映画の中身のここのシーンを出すというのはどうかと

思うんですけども、例えばＤＶＤのジャケットを写すとか、方法はあろうかと思うんで、ちょ

っと研究させてください。具体的に何か研究してやってみます。 

○市長（友實武則君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 市長。 

○市長（友實武則君） ちょっとまとめさせてください。 

 もう皆さんのおっしゃることは、私も同じ気持ちです。ですから、これはまだ時間がありま

すから、本当に盛り上げを尐しずつ上げていかないといけないということから、今の１作目、
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２作目、そういったものを赤磐市の中で露出して盛り上げていくっていうことは重要だと思い

ます。 

 ですから、特に２作目が公開されたときなんかは、赤磐市でみんなで見ましょうとか、そう

いった広報をやって、そのあれで返りとして赤磐市の広報を使わせてもらうとか、またそうこ

うしていたらパート３のキャストなんかも決まってきますので、そういったタイミングでしっ

かりと盛り上げをつくっていきたいと思いますので、御理解をいただけたらと思います。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） ぜひそれをお願いしてえと思うんで、やることも淡路も宣伝になる

し、松竹もなるし、これからうちにも絶対ええこっちゃと思うんじゃ。ただ、やり方がえかっ

たや悪かったは初めのこっちゃけえわからんのがあるから、それはもうお互いに交渉してやら

れりゃええんじゃねえかなとはちょっと思うとんで。せえ、・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・これはうそよ。削除して

よ、今のは、削除してよ。 

 他にありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） ほんなら、皆さんそういうことで、市制10周年についてはこれで終

わりにしたいと思います。 

 続きまして、赤磐市の市民バスの松木・下市線とまた片鉄バス運行事業について、何か質問

がほかあったら、委員さんで。 

 ありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） ほんなら、私のほうから１つ。 

 実は、勝手な話ではございますが、７月10日のときにし尿とか北衛とかいろいろ会議があり

ました。最後は東備農業共済が２時半からあってやるということで、その前にちょうど２時前

に小田議長もおられまして、ロビーのほうでちょっと私いろいろ心配がありまして、徳光課長

のほうが総務文教の打ち合わせのときにもあった、副委員長と打ち合わせをしとるときに、片

鉄のことが出て、市長初め、議長も憤慨して、憤慨というか意見を言うてくださったというこ

とで感謝しとったんですけど、その中で和気町の関係とか備前市の関係、いろいろな諸問題が

あるんで、全協でも開いていただきてえと開くようになっとったんじゃけど、全協は結果やる

ということになって、勝手な話ですが、各正副管理者それと各関係の議長さん、そのときは終

わった日じゃったんじゃありません、北衛の関係もあって僕が出ます。僕が出たとこで、雑談

にちょっと毛が生えたような会議をさせていただきました。市長も出とられたと思うんで、覚
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えられとる。 

 その中で、１点が、いろいろな北衛の、それは厚生ですけど、ごみの関係があったんで、後

使うという。今後、トラブルにならんようにやっていただきたいということを話をしたんと、

それからし尿の関係もお話ししました。いろいろした。 

 最後に、片鉄のお話をして、やめるのはどういうことならというお話をしました。市長、議

長も言うてくれたように、幹事会を持って検討してくれ、勉強会をしてくれということで話は

終わったと思います、話の中で。 

 その中で、和気町、備前市、赤磐市、どこがどこかで腰折れして、どの市が悪いとか、市長

が悪いとかという話になったらだめなんで、よく話をして十分、先ほど徳光課長のほうから報

告があったと思いますが、幹事長会議というんか、解散するとか存続するとか、いろいろなや

り方については皆さんと、協議会の中でやるだけじゃなく、幹事会のほうでよく相談してやっ

てくださいと、利用者にも聞いてやってくれというような話で、今後また交えてお話をする時

期があるんじゃねえかと思いよんということで、片鉄バスについては、先ほど報告があったよ

うに、備前市のほうが言われとったんですけど、その話をさせてもろうただけでは、協議会と

か幹事会でこれから相談していただきたいということで、正副管理者、議長も含めてやってい

ただきたいというのをお願いしとりますんで、報告をした。別にあそこでは、事務的な記録を

とるようなあれでもなかったんで、一忚そういうことになっておりますんで、何か市長、補足

があったらちょっと言っといてください。 

○市長（友實武則君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） 市長。 

○市長（友實武則君） 先ほどの片鉄バスについては、先日の幹事会、役員会があったときに

私のほうが発言させていただいているのは、この片鉄バスが運行を始めたのは、経緯があって

始めております。そのときの経緯をしっかりと洗い直すことが必要かと思います。経緯を無視

して現状だけを見て判断するのは、やり方が乱暴だという発言してます。 

 したがって、経緯を検証した上で幹事会で申し入れがあったことに対してどういう問題が起

こっていくか、その問題をどうやったら解決できるか、そういった議論を経て、その後に３団

体が合意できるような解決策を幹事会で案を模索して会議を開いていく、そういうやり方にし

てくれと強く要請してます。 

 これは議事録にもなっているはずなので、そういうふうに幹事会のほうで議論が進んでいく

ものと考えております。 

 また、逐次御報告をさせていただきます。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） ありがとうございました。 

 申し忘れましたが、議長のほうが22日にこの次の協議会をやるということになっとったんで
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すけど、時期尚早で、今市長が言われたように、会議をもっと幹事会を詰めてやらせていただ

けにゃあだめだということで、議長のほうも22日の会議を延ばさせていただいたということに

なっとりますんで、それも報告しときます。 

 以上です。 

 皆さん、ありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） なければ、これで終わりたいと思います。 

 続きまして、教育委員会のほうをやっていただきたいと思います。 

○教育次長（奥田智明君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、教育次長。 

○教育次長（奥田智明君） 教育委員会のほうから、それぞれ各課から報告なり協議案件をお

願いしたいと思います。それぞれ内容については担当課長のほうから報告をさせていただきた

いと思います。 

○教育総務課長（藤五和彦君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、藤五課長。 

○教育総務課長（藤五和彦君） 教育総務課からは、赤磐市立幼稚園保育料減免制度の拡充に

ついてでございます。 

 資料の１ページをごらんいただきたいと思います。 

 保育料の減免につきましては、これまで低所得者の負担軽減を図るため、生活保護世帯や住

民税非課税世帯を対象に減免措置を行っておりましたが、今回低所得者世帯と多子世帯の保護

者負担の軽減を目的として、国の幼稚園就園奨励費補助金交付要綱の改正が行われたため、保

育料の減免対象、減免額の拡充を行うものでございます。 

 幼稚園就園奨励費補助金につきましては、市町村が行う保育料の減免に対して交付されるも

のでございまして、そちらの(1)、(2)に国庫補助金の見直しの概要をお示ししております。 

 まず、(1)の従来条件につきましては、低所得者世帯の保護者負担の軽減を行うもので、生

活保護世帯については従来どおり保護者負担額はゼロ円でございます。また、市民税非課税世

帯につきましては、小学校１から３年生の兄、姉がいる世帯について、第２子の保護者負担を

第１子の0.75から0.5に軽減するため、国庫補助限度額が引き上げられております。 

 次に、(2)の新条件につきましては、上記の低所得世帯以外に対象が拡充され、所得に関係

なく減免対象となったものでございまして、第２子の保護者負担を第１子の半額に、第３子以

降については無償にするもので、これについては新たに国庫補助の対象となったものでござい

ます。 

 続いて、下の表をごらんください。 

 対象世帯と減免額をお示ししております。 
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 幼稚園の保育料は、月額3,900円、年額４万2,900円でございます。下の表は、年額でござい

ますけれども、まず表の①の生活保護受給世帯、これについては全て前年度と同様に全額減免

となりまして、保護者負担はゼロ円でございます。 

 次に、表の②、③の市民税が非課税の世帯、市民税の所得割額が非課税の世帯の行の網かけ

の部分、こちらが今回の変更箇所でございます。 

 小学校１から３年生の兄、姉が１人いる世帯につきまして、第２子の負担額を第１子の半額

にするため、減免額を２万6,000円から３万1,000円に増額するものでございます。 

 次に、表の④の行、上記以外の世帯という網かけの部分でございますけれども、今回新たに

対象が拡充され、所得に関係なく減免対象とするものでございまして、第２子については第１

子の半額を保護者負担とするため、減免額は２万1,000円でございます。第３子以降は全面減

額でございます。 

 なお、現在、教育総務課におきまして申請を取りまとめ審査中でございます。国庫補助金が

決定した段階で補正予算を計上させていただきますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 以上で説明を終わります。 

              〔委員長交代〕 

○副委員長（松田 勲君） 続けてお願いします。 

○学校教育課長（坪五秀樹君） 委員長。 

○副委員長（松田 勲君） 坪五課長。 

○学校教育課長（坪五秀樹君） それでは、教育委員会資料の３ページのほうをごらんくださ

い。 

 まず、平成26年度岡山県学力・学習状況調査について説明をします。 

 ３ページには岡山県が公表した結果の概要、次の４ページには市町村別の結果を示しており

ます。 

 まず、３ページから説明します。 

 平成26年４月22日火曜日に県下の中学１年生約１万7,000人を対象に４教科で学力・学習状

況調査が実施され、その結果が先週の７月９日水曜日に公表されました。この調査の目的は、

子供たちの学力や学習の状況を把握、分析し、指導の成果と課題を検証するとともに、生徒や

保護者に学習状況を知らせ、生徒みずからも学習等の改善を進めていくためのものでございま

す。さらに、この調査結果を踏まえて、小学校と中学校が連携した授業改善を推進していくた

めにも実施している調査でございます。 

 岡山県の学力の状況でございますが、３ページにもありますように、社会科を除いては昨年

度と比較して平均正答率は上昇しており、各市町村間の差も縮小しております。その反面、子

供たちの学習状況調査の結果からは、携帯電話やスマートフォンの所持率の増加、家庭でのテ

レビゲーム等の時間が増加しているとの県の結果が出ています。 



- 29 - 

 なお、市町村の学力の状況でございますが、４ページに、全ての市町村ではありませんが、

公表されました市町村別の平均正答率が出ております。 

 赤磐市といたしましては、あくまでもこの数値は学力の一部であり、この数値をもって学力

が低いという結果にはならないと考えておりますが、数値的には厳しい結果が出ていると受け

とめております。 

 現在、県から送られてきたデータを分析している段階であり、８月の下旪に発表される小学

校６年生、中学校３年生を対象とした全国学力・学習状況調査の調査とあわせて、分析結果を

議会を初め赤磐市のホームページ等で広く市民の方に説明するとともに、各学校に対しては、

課題を分析、共有し、対策を講じてまいります。 

 次に、産官学連携・協力事業の進捗状況について説明をいたします。 

 資料は５ページからとなります。 

 ７月８日火曜日に、岡山大学大学院教育学研究科寺澤研究室、株式会社ベネッセコーポレー

ションと赤磐市は、学力向上検証に向けた産官学連携・協力事業の協定を結びました。その協

定書が５ページ以降でございます。 

 しかしながら、７月９日水曜日にベネッセ側より顧客情報の漏えいが発表され、大変驚いて

いるところでございます。 

 昨日は、協定書に署名したお名前の方でありますベネッセコーポレーションの役員が赤磐市

に来て、直接謝罪と状況の説明をいただきました。この事業自体は子供たちの学力向上に効果

があるものと確信しておりますが、モデル校となる学校において安心して事業に取り組めるよ

うに、９月実施に向けて慎重に準備を行います。なお、今後はベネッセ側から再発防止策や情

報管理体制について十分説明を受け、安全性を確認しながら事業を進めてまいります。 

 学校教育課からは以上でございます。 

○社会教育課長兹スポーツ振興課長（前田正之君） 委員長。 

              〔委員長交代〕 

○委員長（北川勝義君） はい、前田課長。 

○社会教育課長兹スポーツ振興課長（前田正之君） それでは、赤磐市グラウンド・ゴルフ場

の運営状況について説明をさせていただきます。 

 お手元の資料11ページをごらんいただけたらと思います。 

 指定管理者は、公益社団法人赤磐市シルバー人材センターで、平成25年４月１日から平成

26年３月31日までの１年間の報告となります。 

 まず、利用者についてですが、表をごらんいただけたらと思いますが、市内１万6,903人、

市外１万1,848人、合計２万8,751人であり、昨年からは1,949人の減ということであります。 

 原因的なものといたしまして、大きな大会が何個か天候によりまして中止になった関係であ

るというような報告をいただいております。 
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 それから、年間の利用券の購入者数でありますが、表のとおり、市内168人、市外62人、合

計230人ということで、31人の増であります。 

 使用料の収入につきましては、市内が264万7,150円、市外が415万500円、合計679万7,650円

でありました。 

 会計の決算報告のほうですが、歳入のほうとして使用料が679万7,650円、雑入として利息

91円、雑収入９万9,425円ということで、計689万7,166円であります。 

 歳出につきましては、賃金が88万7,600円、需用費が61万7,887円、役務費が６万6,246円、

委託料が484万7,542円、使用料及び賃借料が12万5,370円で、合計654万4,645円であります。 

 中ほどになりますが、歳入の689万7,166円から歳出654万4,645円を引きまして35万2,521円

が余剰金として生み出されたことになります。 

 この余剰金につきましては、管理者のほうで施設整備等の充実に今年度以降使っていただく

というようなことでお願いをしております。 

 以上が簡単ですがグラウンド・ゴルフ場の報告とさせていただきます。 

 続きまして、おはぐりいただきまして、13ページ、吉五Ｂ＆Ｇ海洋センターの指定管理の導

入についてということで御説明をさせていただきます。 

 まず、今回の指定管理の導入を考えています吉五Ｂ＆Ｇ海洋センター、あわせて管理をお願

いする野球場、多目的広場、テニスコート等の状況につきまして説明を簡単にさせていただき

たいと思います。 

 まず、利用者についてですが、表をごらんいただけたらと思いますが、この３年間につきま

してはほぼ同程度の利用であったかなというふうに思っております。なお、草生の多目的広場

と吉五グラウンドにつきましては、天候の関係で尐し若干でありますが減尐しているのではな

いかというふうに思います。全体的には約２万2,000人の利用がありました。 

 また、使用料の関係ですが、収入につきましては、全体的に毎年約110万円程度ということ

になっております。 

 また、管理運営経費についてですが、吉五Ｂ＆Ｇ海洋センターについては職員３人の人件費

も含めての計上とさせていただいております。全体的に約4,000万円の費用がかかっていると

いうようなことになろうかと思います。なお、大きな改修工事であるとかといった大規模的な

工事費につきましては除いております。 

 次に、利用者の意向、意見についてということですが、水泳やトレーニングの指導、さまざ

まな種目の教室の開設、また幼児から高齢者にわたる専門的な対象別のプログラムの開設とい

ったような要望があります。現在、一部委託して健康水泳教室などを実施しておりますが、開

催が短期的なものになっておりまして、継続的かつ専門的なサービスといった提供も求められ

ております。施設の営業日の拡大というようなとこから、プールの開放時間の延長、そしてま

た水着やタオル等、そういったスポーツ用品の販売というようなところの利便性を求める御意
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見もいただいております。これから、この機会に来年度からは、現在月、火を休館としており

ますが、火曜日につきましては開館というようにさせていただき、プールにつきましても４月

から10月までの利用の期間を定めておりますが、２カ月延長をさせていただきたいというふう

に考えております。 

 おはぐりいただきまして、２の導入目的のとこでありますが、まず第１に、民間の事業者の

豊富な知識、それから柔軟な発想の活用による運営の資質向上と利用者へのサービスの向上を

考えております。これは、先ほど利用者の意向にもありました対象別の各種教室の開催である

とかトレーニング指導、施設を利用した地域の方が参加できるイベントの実施、スポーツ用品

の販売等の実施というようなことが想定されます。 

 それから、民間事業者による運営ということで、管理運営経費の削減が見込めるということ

により、財政の負担の軽減が図れるというふうに考えます。 

 また、現在、施設に従事しています職員が他部署で働くというようなことが図れるというこ

とも考えられるかと思います。 

 次の３のところには、近隣の類似施設の導入例ということで、参考までに表記をさせていた

だいておりますので、ごらんいただけたらなというふうに思います。 

 資料15ページのほうをお願いできたらと思います。 

 このような状況の中で、Ｂ＆Ｇ海洋センターに指定管理者制度を導入したいというふうに考

えておりますが、まず運営管理に関する基本方針については、７点ほど定めさせていただい

て、公募を行う予定で考えております。 

 (1)から(7)までというふうに書き上げさせていただいております。 

 次に、対象の業務ということですが、吉五Ｂ＆Ｇ海洋センターの運営にあわせまして、草生

のテニスコート、草生の多目的広場、吉五グラウンド及び仁堀中の多目的広場、４つの体育施

設につきましても運営管理のほうを合わせたいというふうに考えております。 

 理由といたしましては、現在吉五Ｂ＆Ｇ海洋センターの窓口におきまして４つの施設の利用

の許可であるとか使用料の徴収、施設の鍵の受け渡し等、現在も行っておりまして、住民の

方、市民の方、皆さん使っていただく方の混乱を招くことを避けたいというようなことから、

引き続き平日の夜間であるとか土日の対忚も従来どおり対忚が可能であるということから、一

括してお願いをしたいというふうに考えております。 

 それから、３の指定の期間ということですが、こちらにつきましては、27年４月１日から平

成32年３月31日の５年間ということで考えております。指定の期間についてですが、市では３

年もしくは５年が原則という方針でありますが、初めて導入するときには３年間で一度様子を

見れるというような考え方もありますが、民間事業者のノウハウを活用したサービスの向上を

目的とするということから考えると、３年間では指定管理者が計画した事業の実績が出しづら

いのではないか、長期になれば委託事業の経費の削減等も期待できるのではないかというよう
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なことで、山陽ふれあい公園、また他の県内のＢ＆Ｇ海洋センターと同様に５年間にしたいと

いうふうに考えております。 

 ４の利用料金のところですが、これにつきましては指定管理者が勝手に決めるというような

ものではなく、市の条例等の規定に基づき徴収事務を行うということでお願いしたいと思って

おります。 

 それから、５の指定管理料の基礎資料というところをごらんいただけたらと思います。 

 市が支払う指定管理料等を定めるに当たりまして、単年度の基準額というものを設定させて

いただきたいと思っております。この基準額は、管理運営を委託するに当たりまして適正な人

件費であるとか施設維持管理費を設定するということで、この数字をもとに各年度の消費税等

を加算して指定管理料を定めたいというふうに思っております。 

 この上の表の一番右端をごらんいただけたらと思います。 

 平成21年から25年度の平均の支出の実績ということで、これは現在まで直営でやってきた平

均的な実績ということで、そこへ掲げさせていただいております。この平均実績値をもとに、

人件費あるいは施設管理費を計算し、市が支払う指定管理料の基準額を現在のところは

3,606万3,000円ということで試算的に表示をさせていただいております。なお、この数字につ

きましては、21年から25年までの実績を参考値として使っておりますので、消費税につきまし

ては５％というような設定で計算をしております。 

 この表から見ていただきますと、５年間の実績が3,951万8,000円、そして今後の指定管理の

基準額が3,606万3,000円ということですので、345万5,000円ぐらいの効果的なものがこの辺か

らうかがっていただけるんではないかというふうに思います。ただ、この数字につきまして

は、その前に御説明をさせていただきました休館日を２日から１日にすること、そしてプール

の利用期間を２カ月延長するというようなことを考えておりますので、現在の職員の数を３名

から１名プラスして４名の必要があるというようなことで人件費等を考えておりますので、お

含みいただけたらというふうに思います。 

 なお、そういった理由から、数字の比較がしにくいということもありますので、参考として

下のほうへ１つ表を入れさせていただいております。新しく１人足して４名で来年度から運営

したスタイルが3,606万3,000円。この状態を現在の直営、赤磐市の職員でやった場合というよ

うな形で換算して表示させていただきますと4,799万1,000円ということで、効果的には

1,192万8,000円、約1,200万円程度に値するものであるというふうな考え方もできるのではな

いかということで、参考として表をつけさせていただいております。 

 ６の余剰金の対忚についてですが、こちらにつきましては、指定管理者の方の努力により生

じた余剰金につきましては、自主的な経営努力を発揮できるよう、こちら返還をしていただく

ような精算をとるスタイルは思っておりません。逆に、その余剰金を使って、運営のほうへ還

元をしていただきたいというふうに思っております。 
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 続きまして、７の導入のスケジュールにつきましてです。 

 資料16ページにわたっております。 

 これからの予定といたしまして、８月に公募を開始させていただきたいというふうに思って

おります。その公募後、説明会であるとか見学会をさせていただき、９月には提案書の締め切

りをし、10月に検討委員会によりまして業者の選定、こちらの総務文教常任委員会でも御協議

をいただき、12月の議会のほうで選定業者の御承認をいただきたいというふうに考えておりま

す。その後、年を越えまして、選定業者のほうと業務調整、引き継ぎ、４月へ向けての運営が

できるようやってまいりたいというふうな現在スケジュールを考えております。 

 ８の忚募の資格についてですが、本指定管理への公募ができる者の資格については、１つ目

として、岡山県内に営業所等拠点施設を有する法人及びその他の団体というふうにしたいと思

います。複数の法人等がグループを構成して共同企業体を結成し忚募する者も可能といたした

いと思います。２つ目は、公益財団法人ブルーシー・アンド・グリーンランド財団のアクアイ

ンストラクターの資格を有する職員を配置できること、または資格がない場合は１年以内に資

格を取得した職員を配置できることという条件、この２つを忚募資格といたします。 

 ９の指定管理者に依頼する事項としましては、市が主催する行事につきましては優先的に使

用させていただくということ、そしてＢ＆Ｇ海洋センター等の屋外管理などで植栽の管理であ

るとか草刈りの業務、そういったものにつきまして、市内業者の雇用を優先的に図るというよ

うなことを管理者のほうへは依頼したいというふうに思っております。 

 以上、簡単でありますが、吉五Ｂ＆Ｇ海洋センターの指定管理者の関係につきまして御説明

をさせていただきました。よろしくお願いします。 

○委員長（北川勝義君） 執行部のほうから説明が終わりました。 

 委員の皆さん、何か質疑ありませんか。 

○委員（佐々木雄司君） はい。 

○委員長（北川勝義君） はい、佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） 済いません。 

 ４ページです。 

 市町村の学力調査の結果ですね、平均正答率ということで。これ一番左に番号をずっと振っ

てますけども、これは順位ではないんですね、これ。順位表みたいなんはないんですか。 

○委員（下山哲司君） 順位は最下位じゃ。 

○委員（佐々木雄司君） あ、順位は最下位ですか。 

○委員長（北川勝義君） そけえ僕が今手元に配付したのを見ていただきたい、それ山陽新聞

の。 

○委員（佐々木雄司君） ということですね。ありがとうございました。 

 以上です。 
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○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

○委員（澤  健君） はい。 

○委員長（北川勝義君） はい、澤委員。 

○委員（澤  健君） 学力向上検証に向けた産官学連携・協力事業協定書、これはベネッセ

さんとやることで私も期待しておりますし、いいことだろうとは思うんですけど、前にも言い

ましたように、ベネッセっていうのはなかなか厳しい会社です。多分これ担当は東京だと思う

んですけど、それ１点東京の担当者がどうかというとこもちょっと教えてほしいんですけど。 

 あとこれ、済いません。最終契約っていうのはいつごろ結ばれようとしているのか、２点目

です。 

 それから、ベネッセはｉＰａｄを用意するんじゃないかと思うんですけど、これはリースに

なるのかどうか。リース料とかそういうのっていうのは、高くなってないかなと。または、契

約を途中でやめるときに膨大なお金が取られるようなことにはなってないのかとか……。 

○副委員長（松田 勲君） 予算は６月の補正で出とる、タブレットは。 

○委員（澤  健君） あ、出てたっけ。 

○副委員長（松田 勲君） 出た、今回の６月に出た。 

○委員（澤  健君） あ、本当。でも、何かリースとかそういうのが出てたっけ。 

○副委員長（松田 勲君） もうタブレット……。 

○委員（澤  健君） 買うんだっけ。 

○委員長（北川勝義君） リースじゃろう。 

○副委員長（松田 勲君） リースかな。 

○委員長（北川勝義君） リースか何かじゃったろう。 

○副委員長（松田 勲君） リース契約じゃ。 

○委員長（北川勝義君） リースじゃねえ、買うんじゃったろう、これ。 

○副委員長（松田 勲君） 買うんじゃったが。 

○委員（澤  健君） ちょっとその辺、ごめんなさい。確かに予算が出てたことはあれなん

だけど、どういう契約になってるのか。予算は予算として、今言ったように、３つちょっと教

えていただきたい。 

○学校教育課長（坪五秀樹君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○学校教育課長（坪五秀樹君） ベネッセにつきましては、担当者の方は東京からの担当者の

方でございます。 

 また、今後のベネッセとの契約ですけれども、この協定書には８月末となっておりますけれ

ども、まず７月18日に第１回目、担当者の方がこちらに来られます。で、具体的なことについ

て準備を進めていくというふうな方向で考えております。 
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 それから、タブレット端末につきましては、要するに教材を使用する、具体で言うともう買

い取りという形というふうに御理解いただけたらと思います。 

○委員長（北川勝義君） だから、買い取りじゃ言うたがな。 

○学校教育課長（坪五秀樹君） はい。 

○委員（澤  健君） わかりました。 

 ちょっと継続でいいですか。 

 はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、澤委員。 

○委員（澤  健君） 済いません。 

 それと、情報漏えいの問題は後でどなたかが言われると思うんだけど、これ進研ゼミなんか

に例えばうちの情報が使われるようなことはないんよね。だから、そういう個人情報的な要素

はベネッセに流れないという形になってるんですよね。 

○学校教育課長（坪五秀樹君） はい。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○学校教育課長（坪五秀樹君） 昨日もベネッセの役員さんの方が来られましたけれども、そ

ういうことはございません。 

○委員長（北川勝義君） はい、佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） どうして流れないのか、どういう措置をとっていくのか、もう尐し

詳しく御説明いただいたらいいかなと思ったりしましたけど、お願いします。 

○学校教育課長（坪五秀樹君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○学校教育課長（坪五秀樹君） 今回のタブレットの仕組みなんですけれども、確かにベネッ

セのサーバーにアクセスをしていきます。けれども、この産官学連携事業につきましては、実

証研究の事業でございますので、今回情報が漏えいしたようなデータベースにアクセスするこ

とはございません。研究用の別サーバーを使用してくださって、担当者につきましてもベネッ

セの本社の方お二人が研究用に対忚してくださるというふうに伺っております。 

○委員長（北川勝義君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） 今回のベネッセさんの情報流出、漏えいというのは、人が介在して

いるもので、サーバーから人が持って出ているわけですよ。だから、どこのサーバーにおさめ

られていても、そういうような内部的な人の動きがそこにアクセスがある以上、ベネッセさん

側の人間の管理体制、誰がどこのセクションにいて、どういうアクセス権限を持ってというよ

うなものの、それでも改善があるといっても、徹底して、それがもう必ずセキュリティーが破

られないんだっていうところにまでは、多分市民の皆さん方の心配が払拭できるまで約束でき

ないと思うんですよね。であれば、持ち出されても大丈夫なような何か対忚の方法というのが
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あるんじゃないかなというふうに思ったりもするんですが、そこら辺の例えば氏名であるとか

生徒の名称は向こうに伝えずに、生徒番号でやっていくんだとか、何かそのような取り組みみ

たいなものがあるんであれば、ぜひこの場で教えていただきたいと思うんですが。 

○学校教育課長（坪五秀樹君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○学校教育課長（坪五秀樹君） 委員さん御指摘のありましたように、住所、氏名というのが

大変恐ろしいものでございます。現在考えておりますのが、いわゆる個人のＩＤというもので

あって、住所とか名前とかが出ないで、具体で言いますと生徒の出席番号とか、そういったあ

たりのもので管理していく、いわゆるＩＤ形式で管理していこうというふうに考えておりま

す。 

○委員長（北川勝義君） １つずつ聞かにゃおえんのじゃけど、ちょっと要らんことを僕が聞

いたらおえん。僕、ちょっと疑問があるから言うんじゃけど、幼稚園が保育料じゃったら、僕

はもう幼稚園は保育料言わん。幼稚園は授業料言うんかな思うて、保育所のほうが保育料言う

んじゃと、保育に欠けとるからそう思いよったんじゃけど、保育料でこの間打ち合わせをした

ときに勉強になったんで、ぜひこれでこういうことが進んでいくんでええこっちゃと思うん

で、今まで１子やったんが第２子も産まにゃおえんと、こういうことになって、活用になっ

て、国の政策に伴うてくると思うんですけど、保育所のほうはどうなるんじゃろうかな。これ

担当が違うんじゃけど、逆に言うたら、ここでは吉五とか赤坂じゃったら幼・保一元化で保育

所にして幼稚園をやめたわけです。じゃから、結果的には同じことになると思うんで、保育所

のほうはこれと同じように、準じるような保育料の減免とかが進んでいくんじゃろうかどう

か。 

 せえ、澤議員が一般質問しょったんじゃけど、関係のいろいろなことがあるんじゃけど、そ

こまでは幅広げませんけど、たまたま行くとこによっては幼稚園、行くとこによっては保育所

ということになるんで、旧町の関係で、これはどういう対忚になるんかというのがわかれば１

点。それが１点。 

 それから、学力・学習状況調査結果、赤磐市が一番どんけつで、どんけつじゃ言うたとこで

55点か58点ぐらいのとこでだっと並んで皆あるんで似たようなとこばあかもしれんのじゃけ

ど、笑いようる話じゃねえぞ、おめえ。今まで質疑も一生懸命してきて、実は私のとこも親戚

が学校をしたりいろいろある中で、どうやって点数を上げていく、偏差値を上げていくという

のはいろいろなことになって、今学歴社会じゃねえ言うけど、やっぱり日本でいうたら東大じ

ゃというて言う中で、やっぱりそう出ていきょうるんがあるんもこれも学歴が何ぼか必然とな

っとんで、その中でこれを見たら、まあ何ぼええことになるんも、「種まく旅人」の前の話じ

ゃねえけど、これでもうこういうことが出たら、何かやっていきょうる。悪いほうにはいっつ

も赤磐市がワースト１番じゃという、事故でも。そういうふうな話ばあじゃいけんのんじゃね
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えかと思うて、これは教育長、どねえなふうに考えられとんかというのをちょっと抜本的に言

うてもらやあええんじゃけどな。校長が悪いんかというて、たまたま名指しじゃ言わんけど。

言っちゃあ悪いけど、こんなことを言うたら、中学校の校長でもやっぱりいろいろ授業をしょ

うって過去にこういうことがあった、教えようるときに。それが今、赤磐市の校長じゃ、マン

モス学校の校長。早う野球を見にゃあおえんからというて、授業をもろうて、手当てをもろう

てやりょうったら、ばっとスリッパも子供が並べとるのを蹴ってでも帰るような先生が今校長

になっとる。こんなことで、そういう校長やこう選んで、教育長とかが選んで来るわけじゃろ

う、頼んで、推薦したり。教頭試験を受けようと思うたら校長の推薦が要るし、校長が受けよ

うと思うたら教育長のが要るし。こういうことになったんは、市長、どういう考えをしとんじ

ゃろうか。そういう先生らがおるようになってねえと思うんじゃ、そういう先生は僕は要らん

と思うよ。好き嫌いのことで、あえて名前は言いませんけどね、名前は。どうしても聞きたか

ったら、終わって聞いてくれたらわしすぐ教えてあげる。 

 やっぱりそういうことができてねえ。もと教育ができてねえ者が、僕は偉そうに言うわけじ

ゃない、僕は法には従うてきょうる、負けたら何でもしていっきょんじゃけど。やっぱり例え

ば警察官が泥棒しよんと同じじゃ。そういうふうなことじゃ絶対いけんのんじゃ。取り締まる

ほうが泥棒しょうったらいけんがな、違反しょうったら。それと同じことよ。ここでも、じゃ

あから今言よんのが、そういうことで先生らが、教えようる人の体質がぴちっとできとかにゃ

おえんのじゃねえかと思う。こういうことは個人的な話じゃねえんじゃけど、やっぱりそうい

うことがあり得ると思うん。これぜひ校長、教頭だけじゃのうて、これから今、学力アクショ

ンプランでいろいろ赤磐にも来られとる、主任の副校長というんか、来られてやりょうんで

す。ほんまにちょっと力を入れてもらいたいん。どう考えとるかというのがわかりゃあ、それ

が２点目。 

 それから、３点目に、産官学の連携の協力事業、これ名前が今出てこん、ＩＤカードが名前

は出んのじゃ言われたんじゃが、本当に出んのでしょうな。ぴちっとしてもらわにゃあ。僕は

これ見て、もうこれを見ようってから、ベネッセ、ちょっと僕はいろいろ関係があるんです

よ、嫁のほうが。もうベネッセせんでもええじゃねえかと思うたん、こんなことをやられるん

じゃったら。こんなことをやられて、すばらしいとこじゃと思うよ。これ何ぼやっても、よそ

の派遣社員がええじゃ悪いじゃというて言う。ベネッセが悪いんじゃ、もとを言うたら。職員

が悪いというて、もし僕が職員で悪かったら、職員が悪いんは市長が悪いん、最終的な責任

は、ということを言いようるわけ。僕は、やっぱりこういうなんじゃったら、きのう来られた

というて言うんじゃったら、先にやっぱり冒頭の挨拶のときでもええ、市長が、実は議長も立

ち会いのもとで契約させていただいたんじゃけど、こういうことが後から。契約については、

契約日は実は７月８日の日に契約しとんじゃというけど、その後にこういうことが発覚して出

たから大変御迷惑かけとんで、それでうちのほうからも注意したし、断りに来て、これは絶対
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漏れのんじゃというのを最初冒頭に言うてもらわにゃおえんのや、僕のいつもの考えは。言わ

ずにいけしゃあしゃあと、来てからやりましたというて、今度は聞きゃあ、ＩＤカードでわか

りません言う。わかったら責任持つんか、坪五課長。ここでは、今聞いて、そういうことが理

解できた。そりゃあ議長のとこへも絶対抗議やという話が出とるはずじゃ、大抵。僕らのとこ

も来とるわけ。ベネッセがやってくれてこういうなことをしたんがわかったら、子供がわかっ

て、何やかんや来たら困るというて。さらわれてまでの話は出てねえけど、こんなことじゃっ

たら、そういうことをやってもらわんほうがええと。ほかにはねかったんかなという話まで話

が出たん。岡山じゃベネッセが１番かもしれん。東京行きゃあ違うんじゃから、大阪行きゃ

あ。やっぱりそこのええとか悪いとかという話じゃねんよ。やっぱりちょっと、先にこういう

内容があって、悪かったんでというて断ってから言うてほしかったん。それがこっちの委員が

質問をしてから、名前出ませんとか、もういっつも言うようることじゃが。先に一言ぐれえ、

自分らがこうじゃというて言うてもらいたかったんというんが１点。それをどう考えられとん

か。それ言うつもりで聞かれなんだら、うめえこと黙っとっちゃろうと思うたんか、この人や

こう気の每なもんじゃが。えれえとこの社長が行って、ちょっと行ったら、はやもうこういう

ふうなってから頭ばあ下げようるような、そりゃええんじゃけど、それ２つをどう考えられと

るかというんで、せえもしこれはそんな責任とれと言よんじゃねんじゃけど、タブレットのこ

ともいろいろあるんで、絶対にもう出んのんじゃと、これはもう責任持ってもらえる、出さん

のじゃというのを言うてください。そうしたら、我々も保護者に言うたりするのに説明もでき

る。 

 それから、学校のほうで、これは全部の小・中学校、小学校も入れて、中学校の先生にこう

いうことは絶対にないんですよと、これは心配ないからと言うて、こうなるというをちょっと

言うてください。やっぱり安心させてあげてください。わしらは知っとんじゃと。知らんの

は、父兄は知らんじゃいけんから、広報あかいわへ出せとまで言やあしませんから、してくだ

さい。それについてどう思われとるか。 

 それから、グラウンド・ゴルフ場の次のことで、運営状況のことが出てきました。これは、

グラウンド・ゴルフもだんだん衰退されていくんじゃねえかと思うん、時代が変わってきよう

るから。どうなるかわからんけど、せえ鳴り物入りでやったときに、これ指定管理に絡んだこ

っちゃけえ指定管理のときに、いみじくも教育委員会のほうがこう言われたん。市じゃできん

から言うん、市の職員がちょれえからと、要約したら。これいつじゃったかな、指定管理した

のは。25年４月１日か。違う、いつかな、指定管理は。いや、４月１日が初めてかな。 

○社会教育課長兹スポーツ振興課長（前田正之君） そうです。 

○委員長（北川勝義君） じゃけえ、ちょうど１年ちょっとで、そのときに指定管理するとき

にどう言われたん。覚えとりましょうが。市の職員は能力がねえんじゃというて言われたろ

う、能力がねえというて、市の職員はな。せえで、シルバーにするんじゃ言うたん。ほんな
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ら、職員もかわってしまえというて、Ｓ委員が言われた、委員会の中で。覚えてねえ。覚えて

ねえか、池本部長。覚えとろう。いや、覚えとる。職員は能力がねえから、指定管理やと。そ

ういう失礼な話はいけん言うん。我々がやるんじゃけど、メリットがこうあるからやっていた

だくんじゃと。今、シルバーのほうで本当に行った人がいろいろ考えを働かせてくれていろい

ろやってくれようる。直売もしょうかというたらやってくれようるから、ええこっちゃと思う

ん。そういうふうに伸ばしてくれりゃあええんじゃけど。 

 そこで、グラウンド・ゴルフ場のとこへは今後どうするん。いろいろあるけど、そこまでは

余り聞きません。 

 その中で、Ｂ＆Ｇ海洋センター、前のときに教育次長がいみじくもおとつい僕に書類を持っ

てきて、これを見てくれと。５月の議事録から皆見て言ようることが、これまだ予定表で来た

ら、僕が５月のときに聞いたら、やるのも仕方ねえと思うとるけど、この前に山陽ふれあい公

園をやるときに抱き合わせができんかという質疑も僕はしとる、ずっとやってきた。しかし、

それはそれ、これはこれと、間に合わんというんで分けてやってきた。きょうも、皆さんがお

る前で質問したら、検討はしてみますというて返事をいただいた。じゃけど、こんな言い方し

たら悪いけど、もしなかって、１つの公募でもできていく。せめて、まだ６月に議決されて指

定管理をやるということはよろしいというてもう全員で決まっとるわけじゃねかろう、まだ。

話をしとるだけじゃろう。管理運営の料金を上げるということを。料金はこのように上げさせ

てもらいてえと条例変更して、まだ指定管理を出すようになって、９月に全員の議員にはまだ

それが出てねえ。９月の議会に全員が出て、こうやるというのが決まってから公募をすべきじ

ゃねえかと思うんじゃけど、何でこねえ早ういかにゃあおえんのな。何か魂胆があるんか。そ

れ何のメリットがあるんなら。 

 今でも、ブルーシー・アンド・グリーンランド財団の受けた研修に来た職員は置いとらん。

置かずに、こねえなときはせえというて。これどういうことな、こりゃあ。自分とこができな

んでこれをせえというてやって。Ｂ＆Ｇの本質に合うんか、合わんのんか。せえで、反対ばあ

しょうんじゃねんじゃけど、ちょっと考えにゃあおえんのじゃねえかと思う、もっと。山陽ふ

れあい公園みてえにやってみたら、思うたより、僕らが提示する2,000万円ほど安かったとか

というメリットがあって、頑張った言う、何も知らんようなとこで。例えばこれちょっと削除

してよ。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・どねえ考

えとんなら。それを目当てで、やる人を決めてやりょうんか。やる人はこの人じゃけんという

て、北川じゃからというて、北川というのにやらすからということでやりょうんかな。それや
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ったらおかしいんじゃねんか。ぴちっとやったら、4,000万円かかりょうんが2,000万円ででき

ましたというて公募してやる、そこまでやっていかにゃおえんのや。Ｂ＆Ｇの精神に基づい

て、Ｂ＆Ｇに行ってこんだけ補助金をもろうたから、ちょうど直して、今度は指定管理に出す

ん、よろしかろうというて、あははというて言うたら、よろしい言うか、Ｂ＆Ｇが。もしＢ＆

Ｇをもらうときに、これから指定管理にかけるんです、だから補助金を下さい言うたら、くれ

とるかな。ちょっとそこんとこをあわせて。どういうメリットがあるか。何か一見、物すげえ

メリットがあるように聞こえたんじゃけど、どういうメリットか教えてください。 

 せえで、僕はこれ使用料の中で、特にこの間は言わなんだんじゃけど、是里の多目的施設が

あるんですよ。農村工業導入でやった事業の、昔の旧ワインまつりをしょうった広場、そこの

とこがナイターをつけてやりょうんですよ。それ地元の管理で、今指定しょうるとこの、今タ

カハラヒロミツさんが館長か、何かわからん、そうじゃないかもしれん。やっぱりこげなんも

本当にナイターやるんなら、ここらももう入れにゃあおえんのんじゃねえかと思うたが、僕は

あえて言わなんだん、これは。僕は言うつもりねえと思うて言わなんだんじゃけど、やっぱり

こういうとこを直していかにゃおえんのんじゃねえかなと思うて、どうやるんかなと思うて、

考え方をちょっと聞かせてほしいんですよ。せえで、どうしてええんじゃというメリット。こ

れから、じゃったら行政も指定管理に出しゃあええが。教育委員会も指定管理に出していきゃ

あええが、何ぼか。だっと指定管理して上げりゃあ。学校もあわんじゃ指定管理して、教員が

10人おるんじゃったら８人して、指定管理にしてもらやあええが、ベネッセにでも出して、例

えばの話じゃけど。どういうメリットがあるん。ちょっと教えてください。 

 以上。 

 はい、教育長。 

○教育長（杉山高志君） 私のほうから、学力・学習状況について、それから管理職のこと、

それからベネッセとの契約の件、その３つについてお答えしたいと思います。 

 まず１つ目の学力の問題であります。 

 この中学１年生で実施された問題は、小学校の６年間での学習内容であります。その結果、

昨年度に比べ、本当に、言葉は悪いんですが、差が縮まってもういつ飛び抜けていけるか、そ

ういう状況を感じます。今、皆さんのお力で各学校に本当に支援員等を充実していただいてお

ります。この成果が本当に近いうちに必ず出ると確信しておりますので、今は一つの過渡期で

あります。教育長としても第一報を県のほうからいただいたときに、気落ちはしましたけれど

も、かえって今の状況、新しい、本当に私にとってはファイト、頑張っていこうというエネル

ギーになりました。必ず子供たちの差を縮めていける施策をとっておりますので、いましばら

くお待ちいただけたらありがたいと思います。 

 それから、管理職の問題であります。 

 本当に各学校の管理職も含め、先生方は頑張ってくれています。いろんな新聞、いろんなテ
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レビニュース等で本当によい面での報道は余りありませんけれども、先生方が地道に指導して

くれているおかげで、この中１の学力状況テストについても差を縮めていくことができたと私

は確信をしております。けれども、私たちは学校の管理職を含め、指導する責務がありますの

で、学校に足を運んで、管理職の仕事ぶり、職員に対する指導ぶり、しっかり見てまいりたい

と思いますので、いろいろあるかもわかりませんが、どうぞよろしくお願いいたします。 

 それから、３つ目のベネッセとの関係であります。 

 本当に、昨日も担当者が飛行機が墜落したような思いですということを話されました。私ど

もは、例えば杉山高志、赤磐市、番号３で登録すればいいわけです。ですから、その情報その

ものは一切価値がありません。そういう契約を結んでまいりますので、この契約の仕方につき

ましては、各学校へきちっと説明をいたします。当初はタブレットを導入する学校について説

明をしようと考えておりましたが、赤磐市全体の学校、小学校、中学校も含めこういう状況で

契約を結んでまいりますので、決して情報についての価値はありませんということでお話をし

てまいりたいと思います。 

 以上であります。 

○教育総務課長（藤五和彦君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○教育総務課長（藤五和彦君） 保育園の保育料の関係でございますけれども、これにつきま

しては子ども・子育て支援新制度の平成27年４月１日の施行に向けまして、子育て支援課のほ

うで検討しているようでございます。 

 現在、国のほうから、利用料を含めた国の運営費の基準額が示されておりまして、それに基

づいて子育て支援課のほうで検討しているようでございます。ちょっと詳細については把握し

ておりません。済いません。 

 以上でございます。 

○社会教育課長兹スポーツ振興課長（前田正之君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○社会教育課長兹スポーツ振興課長（前田正之君） 先ほどのグラウンド・ゴルフ場について

であります。 

○委員長（北川勝義君） グラウンド・ゴルフ場はええ、わかってる。例で言よんよ、これ

は。 

○社会教育課長兹スポーツ振興課長（前田正之君） はい、わかりました。 

○委員長（北川勝義君） できが悪いというて言ようったんじゃ、その話は。 

○社会教育課長兹スポーツ振興課長（前田正之君） それでは、Ｂ＆Ｇの指定管理制度、なぜ

なら、またメリットはというようなところについて、お答えをさせていただきたいと思いま

す。 
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○委員長（北川勝義君） 短う言うてくれよ、長う長う言ようっても意味ねえ、わけわから

ん。 

○社会教育課長兹スポーツ振興課長（前田正之君） Ｂ＆Ｇにつきましては、行財政改革等で

もいろんな検討もなされました。その中で、有効に施設を使っていくというような中で、指定

管理により効果額も出しながらやっていってはどうかというようなことで、財政健全化アクシ

ョンプランの中にも、来年度からやっていけば効果額が見込まれるというようなこともありま

す。 

 そういうような中で、現在職員が運営しておりますが、大変最近の利用者の方のニーズも多

種多様、高まっているというようなこともありまして、これは指定管理者の専門的なノウハウ

を有効に活用して、より一層の施設の目的達成になるのではないかというのが１点。 

 それから、私たち公務員の人件費から考えますと、民間の……。 

○委員長（北川勝義君） もうわかった、わかった。言いようることはもう締めてもええけ

ど、とりあえず何で８月か。僕が言うたことを聞いてくれって。議会で決定、おおむねやれと

いうことになったんで、やるというような話か、どんなんならということじゃ、それを教えて

くれ。９月じゃのうて、８月にはどうしても行かにゃおえんのな。 

○社会教育課長兹スポーツ振興課長（前田正之君） はい。本議会のほうでこのことについて

の議決的なものはいただいてないと思います。ただ、今年度に入りまして、５月、６月のこち

らの総務文教常任委員会のほうで、この流れにつきましては２カ月にわたりまして説明をして

いただき、いろいろな御指導もいただきながら、この方向で進んでいけるというようなことで

今回も上げさせていただいております。 

 なお、この８月の公募の時期につきましては、平成27年４月を目標としたいというようなと

ころから逆算して事務を進めていく場合、８月に公募をさせていただきたいというのが理由で

あります。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと今、これのことを先に言わせてもらうから。 

 これやっぱりそういうやり方はええ言うたけど、Ｂ＆Ｇじゃけんこういうどこじゃあという

のを名前ばあ上げとるけど、山陽ふれあい公園じゃったら、どこがやったとか、倉敷はどこが

やった、総社はどこがやったというて、ずっと書いてしとったがな。そういうなんを出せや。

これ個人の簡単なんばあじゃねえか、やっとんのが。特定非営利活動法人瀬戸内市体育協会の

体協じゃとか、何なら、Ｂ＆Ｇさせるのにそのくれえの考えでやらしょうんかということを言

よんじゃがな。皆、コナミも入れるとか、そういうなことを全部出してくるんじゃったら今言

ようることはわかるけど、何もせずに、こういうことを出しょうるということはどういう意味

でこれを出しょんならというて言よんじゃ、わしは、14ページのこの裏の。じゃったら、ふれ

あい公園でこれを出しときゃえかったがな、こういうもんで。きちっとしたとこで公募をし
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て、皆やるんじゃったらやらにゃいけまあがな。１個しか出てこんようなとこだけで。・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

そういうことの目的で3,000万円も4,000万円も払わせといて、3,000万円だけ安うなったけえ

ええということを言よんか。努力すりゃええじゃねえか、電気も消していきゃあ。前の五上稔

朗君のおやじの町長の五上透さんのときに、コレマツツヨシというんが今是里へおられるん。

電気も、設計で言うたら、昔のこの市役所と同じ、電気をポタンとつけたらばっと全部つくよ

うになっとん。それじゃあおえんと。机の要らんとこへは蛍光灯は球を外して切っていくとか

というようにやったわけじゃ。節約していきゃあええじゃねえか。どっこも節約もせずに何も

してねえじゃねえか。努力してねえということを言よんじゃがな。簡単に、Ｂ＆Ｇじゃけん、

ほんならここへこういうもんですりゃええんじゃと。ほんなら、あと削除して、・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・それ

は、赤磐市の損失になろうがなということを言よんじゃが。嫌われ事はというて言よんじゃ

が。 

 じゃから、議会でも、まだ８月も委員会があるんじゃから、総務も７月、８月に勉強して、

こういうことがあって、ほかのやりょうんのを出しましょうということで、公募するんも皆や

りましょう。こういう例だけじゃねえ、こういうのをやりましょうというて出して、よその

も、それから津山の人がどこじゃというて出しとったがな。そういうなん全部出してからやり

ゃあええんでねんか。山陽ふれあい公園はふれあい公園、こっちはこっちというて、こうやっ

て分けてするんか、Ｂ＆Ｇじゃけんというて。じゃったら、Ｂ＆Ｇの活動だけさせにゃおえん

のんじゃねんか。中学生連れていって授業で使うのおかしかろうがな。Ｂ＆Ｇの役割じゃねえ

ことをさしょうるわけじゃ。Ｂ＆Ｇというのは、たまたま補助をもらうためにＢ＆Ｇというん

をやっただけじゃ。しかし、山陽はふれあい公園はふれあい公園で単市でやったわけじゃ。使

い方だけじゃがな。コミュニティハウスが建ったんも、集会所が建ったんも一緒なんじゃ、使

い道で、補助金のもらい方なんじゃ。事業者の力なんじゃ、そうやっていきょうんは。 

 それのことはええとして、なぜこういうやり方をするんならということで納得いってねえ。

もっと７月の委員会が済んで、８月の委員会もして、よう練って、こういうこともやっていく

という、せえから９月に同意を得てやれ。せえ間に合わんというたら、間に合わんでもええが

な。楢原支所長、この間も言うたな、ライスセンター、間に合いませんというて。何を言よ

ん、間に合おうが言うたら、間に合います言うたがな。間に合わんという場合は、せえやる気

がなかったら間に合わんわ。２カ月あっても間に合うもんは間に合うわ、やる気があったら。

やる気がねえけん間に合わんのじゃ。じゃけん、市長が裸の王様になるんと同じじゃ言うんじ

ゃ。笛吹けど踊らずになるんじゃ。 
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 僕は、もうこういうようなことでやるんじゃったら、もっとこん中へも入れていく、使用料

の中でいくのを、是里の多目的も入れるじゃとかいろいろ考えていかにゃ、入れんでもええと

か、切り上げていくとかすることを考えてほしいということを言いたかったん。簡単にそうい

うなことだけでやるようなもんじゃねえ。おかしいんじゃねえか。声を大にして言いてえんじ

ゃ。 

 それで、さっきのことで、もとに戻す、幼稚園の僕が言よんの答えになっとらん。また教え

てくれ。幼稚園のことはええんじゃ、これで。全部が幼稚園じゃったらええんじゃ、赤磐市

が。幼・保一元化でどっちをとるか、幼稚園をとるか、保育所をとるかというて、吉五の場合

は、赤坂の場合は、保育所を選択したんじゃ、幼・保一元化で。児童措置法の中の57条の中で

保育の措置に欠けるからって預かるようになっとんじゃ。幼稚園はなってねえ。幼稚園は、義

務教育の修了までに勉強していく過程とかがあって、いろいろ違う中じゃけど、吉五とか赤坂

は幼・保一元化で保育所を選んだん。だから、赤坂や吉五の場合は保育所じゃけえ、保育所の

子はどうなるんならと言うたんじゃ、該当は。同じ５歳児の子じゃったらどうなるんな、６歳

の子はっていう話をしょんじゃがな。わからんならわからんでええんじゃ。じゃけど、総合政

策部やこうはまたがっていくんじゃけん、こういう予算を出すんじゃったら、こんなことは言

われんでも出るのは質問がわかっとるがな。保育所のほうは、調べましたら、今国会のほうで

やっとんで、国会も同じように来年の４月には通るんじゃねえかと思います、予定ではという

て、まだ正式には来てねえ、幼稚園のほうが先に来たんでうちは出させてもらいましたと、き

ちっとそういう説明ぐらいすりゃあええんじゃ、総合政策部、横の段取りできよんじゃろうが

な。横の段取りもできりゃあへんがな。のうのうと政策部長じゃという名前つけるだけじゃね

えか。それを聞きたかったんよ。 

 今度、もうきょうじゃのうてええから、８月でええけん教えてください、それをひとつ。 

 それから、市町村等の、まだこっち来てねえだけじゃな、学力向上のことで言わせてもろう

たら、悪いけど教育長の言われようることはようわかる。これから、校長とか教頭先生とか、

それから教頭を受けられるような人にも、皆さんに対して、職員の教育をしてください、先生

の教育を。それするのは、僕らがしたらなめられてしもうとるから、教育長が行かれて、でき

たら授業のねえ時間とかあいとる時間とか、終わったときに研修してください。先生も、確か

に本当に忙しゅうて、すげえ先生のもあるけど、情熱持った先生もおります。中に一部そうい

うなんがあるんで、これが情熱を持ってやったからというてこれ点数が上がるとは限らん。い

みじゅうも、これ何でこういうことを言ようるかというたら、小学校のことで教育長の言われ

たんと同じこと、小学校６年間の積み上げ、特に５年、６年の最後でなったと、試験で、中学

じゃけん。言うたら、吉五のほうでちょろっと出とんが、赤坂は知りませんよ、僕のときに話

が出たん、やっぱりひょっとしたら嫌じゃったけど、統合しとったら競争心が出てきたけん、

ちょっとじゃったかなという人もおるん。統合しとってもおえんかもしれん、このとおりかも
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しれん。かもというのはそういう話をしょうんじゃけど、そういう話も出てきとんよ。じゃか

ら、そうじゃねえ、やっぱりこの辺のことを見直して、今後どのように持っていくかというの

を聞きたかったん、教育長。今度は、前の前教育長のときから、前市長のときから、統合は３

年間と５年間見ていきますというて、もうぼりぼりそれも本気でここの統廃合も考えていかに

ゃだめなんですよということを考えていくのはどねえかというのを、今僕がどうこう言よんで

ねえ、ということを聞きたかったん、市長、はっきり言うて、教育長にも。先生の教育だけや

ってください。 

 ベネッセのほうは、杉山、３番というのが出たらおえんので。３番だけが出るんじゃったら

ええという話をしたかったんで。もうこれが、じゃあけえ広報へ出すとかじゃのうてもよろし

いから、これこんだけの新聞で強制捜査どっどっどっどっ出てきょうんじゃから、せめてもう

広報というたら間に合わんから、広報するよりは、もう大変言い方は悪いけど、各小・中学校

の先生の中へ、こういうことで心配ないんですよというて父兄のほうにも説明会をしちゃって

くれということを言よんですよ。そうしたら、安心だなというて、教育長が言うた、杉山とい

うんは名前出ません、私の学校じゃ杉山が３番じゃというのを知っとるけど、うちは３番しか

出しません、３番は誰かわかりませんというようにしてもらわなんだら、変な話じゃのうて、

物すごう心配しょんですよ。そこがあるんで、それを知ってほしいんです。 

 それから、今最後に１個要らんことを言うたんじゃけど、メリットがある、メリットがある

というて言われるん。メリットというてどういうメリットなんと言うて、もうやっぱり僕は指

定管理のときの、言うちゃあグラウンド・ゴルフのときにはやられるということで、シルバー

がやるということ、僕はこれ一つの成功例でええと思うとんです。じゃけど、これはもうええ

成功例にならんのじゃねえかと思うて。 

 きょう、僕があそこで聞いたろう、視察に行ったときに。こう聞いたんじゃ。今後の計画が

あるんかというて。吉五のＢ＆Ｇというん抱き合わせ、どんならやるかというたら、十分検討

してやってみてえというて言われたのに、コナミやこうに入る、こういうなんでねえんかとい

うことになってきたら、前はずっと書いとったが、山陽のときには。何で、そういう枠引きと

いうんか、するんかなと思うて、ちょっとそこらが聞きたかったんですよ。わかるとこだけ答

弁してくれりゃあ結構です。わからなんだら結構ですから。 

 皆、わからん。わからんなら、せんでもええで。 

○教育次長（奥田智明君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、教育次長。 

○教育次長（奥田智明君） まず、ベネッセの関係でございますが、これはもう今委員長が言

われましたが、教育長も答弁しておりますように、市内全小・中学校に文書を出させていただ

いて説明会をするというようなことで、十分安心していただけるようなことをこれからすぐ考

えてまいりますんで、よろしくお願いしたいと思います。 
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 それから、１点、14ページの表につきましては、お断りを申し上げたいと申します。 

 近隣の類似ということで、ここに委員長もおっしゃいましたように、特にうちのほうではＢ

＆Ｇの関係のというような施設のくくりで出させていただいております。広くこれについても

すべきだったんだろうというふうに思っております。申しわけないですが、Ｂ＆Ｇの関係だけ

という表になっておりますので、お断りを申し上げたいというふうに思っております。 

 それから、Ｂ＆Ｇの関係につきましても、いろんな問題が、おっしゃったように、ございま

すので、時期的なこともあるんですけれども、ちょっと整理をさせていただきたいかなという

ふうに考えております。いろんな角度からもう一度見直すのも必要ではないのかなというふう

に今ちょっと思っておりますので、よろしくお願いしたいと、ちょっと回答にはなっておりま

せんけれども、よろしくお願いします。 

○委員長（北川勝義君） 公募を８月からするというのはどねえなんならということを聞きょ

うんじゃ、わし。９月の議会を通してからでもええんじゃねんかというて言うとん。それはい

けんのか、８月じゃねえと。 

○教育次長（奥田智明君） 委員長、ちょっと。 

○委員長（北川勝義君） もう簡単に答えてくれりゃあええ、長う長う言わんでも。 

○教育次長（奥田智明君） いや、９月の議会を通ったというのが、ちょっと意味が……。 

○委員長（北川勝義君） ９月の議会でこういうことをやるというて、議会の中で皆、議員も

指定管理をこういうことで進めていくんじゃというのを決定してからやってもらいてえという

て言ようるわけ。おおむね決定じゃというのは指定管理にしてもええけど、これじゃったら水

泳やトレーニング指導をするというて、学校の体育の先生をしょうったけんというてそれがで

きる問題でもねえ。やっぱりぴちっとしたとこに水泳をしてもらわなおえんがな。今のやりょ

うんのでトレーニング指導やこうできるかな、全部。できりゃあすまあがな。きょうコナミに

行ったのは、全部してくれようるが、そういうなんを。ちょっと聞きょうんかな。コナミは、

きょうこう言うたろうが、行ったときに。いつでも利用できると。せえで、指導もしょうる

と。スタッフが常駐するから安心感がある、専門がするからというて、こういうことも言うた

が。いや、これじゃったらできりゃへんが、１人の先生がおってやるだけで、何でできるん

な、ととのかわりをするとかだけじゃったらいけんじゃねえか。そういうのは嫌いとかと言い

よんじゃねんじゃ、やっぱり困るんじゃねえかということを言ようるわけじゃ、考え方が。じ

ゃったらこれがぴちっとそういうことをやってもええというのでいきましょうというてから９

月ぐれえからやりゃええんじゃねえか、９月議会が終わってからというのが言いたかったわけ

じゃ。 

 40分があれじゃけえ、ちょっと40分まで。 

 岡本部長、何か言いてえことがあったら言うてくれよ、あるんじゃったら、おめえの話。 

 教育次長、何かあるんなら言うてくれ。ほんなら、そのもんができるんか。野球はやるかも
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しれんけど、水泳できたりトレーニング、そのほかのができるんが、そう次々次々。おめえ、

内科の医者じゃあけんというて内科が手術して外科をしたり脳神経で切れるんか。脳神経外科

は脳神経外科じゃがな。耳鼻科が目を手術できたりするか。専門があろうがなという話をしょ

うんじゃ、トレーニングするんでも。コナミのとこへ行ったらそういうのは育成してできるか

ら、できるん。例えばコナミが今しとるから言ようるだけ、できるんじゃねえかという。グラ

ウンド・ゴルフでも、専門がおってやらにゃあおえんじゃったら、育成できる者を置かにゃお

えんけど、グラウンド・ゴルフやこうねえからええという話をしょうるだけじゃがな。誰がお

るんなら、言うてくれ、できるんかな、そういうふうなとこへ１人でも。僕がしてから、それ

条件じゃあ、今までそういう指導をしょうったとかなんとかいろいろつけて、へ講釈を言う

て、そこがやるようなことばあつけとるが、条件を。どうもようわからんのじゃ。９月じゃい

けんのか。９月で決まって、おおむね言うたんじゃ。８月じゃねえとおえんのんか。 

○教育次長（奥田智明君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、次長。 

○教育次長（奥田智明君） いろいろ御指摘をいただいております。私としても、十分まだ練

ってないところもございますので、ちょっと再検討させていただきたいというふうに思いま

す。 

○委員長（北川勝義君） 皆さん、大変申しわけねえんですけど、２時40分に市長、教育長、

副市長が出られる言ったんで、休憩をもうとらずにそこまでやらせてもらいますんで、それが

終わってから休憩しますんで、済いませんけど。 

○委員（澤  健君） １件ええですか。 

○委員長（北川勝義君） はい、澤委員。 

○委員（澤  健君） 済いません。学力・学習状況調査のとこなんですけど、携帯電話とス

マートフォンの所持率が非常に高い。それから、平日１時間以上のテレビゲームをしてると回

答した生徒の割合が高いっていうのが出てまして、私も小学生の子供と一緒に、僕の子供じゃ

ないですけど、おる時間にやるんだけど、もう眼鏡をこんなかけて、でもこうやってかっかっ

かっかっやってる姿がよくあるんですよ。 

 それで、これって全国的に見ても非常に高い状況になってるんでしょうか。こういうものに

対して、なかなか家のことだから難しいとは思うんですけど、対策とかって何かあるもんなん

ですかね。教えてください。 

○学校教育課長（坪五秀樹君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○学校教育課長（坪五秀樹君） 今回のデータは、岡山県のデータだけでございます。８月の

終わりごろになると、全国学力・学習状況調査等の中で、また小学校６年生、中学校３年等の

データが出てまいりますので、そのときにあわせて分析した結果等もお話しできたら、それか
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ら赤磐市の対策等についてもお話しできたらと思います。 

 以上でございます。 

○委員（澤  健君） わかりました。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと待って。 

 高陽中学校でＬＩＮＥをやめたか何か実績に出たことがある、新聞へ大きく。あれからどこ

もほかには進んでねえん。例えば言うたら、赤坂中学校でそうしましょうとか、全然出てねえ

ん。そういう情報はねえん。 

 課長。 

○学校教育課長（坪五秀樹君） 高陽中学校が一つ先進的な事例でございますので、ほかの学

校についてもこういうふうな取り組みをするようにということで、各学校にもいろんなやり方

……。 

○委員長（北川勝義君） いやいや、違う、違う。出てねえんかなというて言よん。 

○学校教育課長（坪五秀樹君） まだきょうの段階では出ておりません。 

○委員長（北川勝義君） わかりました。 

 佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） 済いません。 

 グラウンド・ゴルフのことでお尋ねをちょっとしたいと思います。 

 35万2,000円幾ら、昨年一年でもう余剰金が出たと、要するに黒字が出たとのことなんです

が、これ昨年度も私ちょっと疑問に思いましてお尋ねをしたんですが、先ほどから委員長のほ

うからも話が出ておりましたけども、要するに赤磐市としては、このグラウンド・ゴルフとい

うものを運営していくためのノウハウを持っていないので、今までずっと赤磐市が直営してい

たときもシルバーさんにやっていただいたようなものがあるので、シルバーさんに引き続き管

理運営のほうをお願いしたいということで、シルバー人材センターさんが指定管理をおやりに

なられたというような経緯を昨年もお聞きしました。 

 そのときにも、同じように私聞かせていただいたんですが、黒字が出ているんであれば、指

定管理じゃなくて、売っ払ったらどうですかと。要するに、もうシルバーさんは黒字を出して

いるわけですよ。事業として立ち上がっているわけですから、社会的にひとり歩きできる状態

なんです。それを赤磐市がなぜ冠として持っておく必要があるんですかっていうところを私は

感じるわけなんです。 

 特に私たち赤磐市は、行政改革、財政改革に着手しておりまして、３年で６億円しなければ

いけないもの、プラスアルファあと６年で14億円の削減をしていかなければいけない。そうい

う中で、尐しでも職員のかかわる業務自体も数を減らしていかなければ、赤磐市の組織自体の

再編もままならなくなってくるような状態の中で、一つでもやっぱり事業というのを尐なくし

ていく必要があるんだろうというところの観点で考えると、このグラウンド・ゴルフ場、赤磐
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市が冠として持っておくよりは、もう自立しているんですから補助金の支出の必要もないし、

そういった委託の必要もないわけですから、これはもう赤磐市から切り離してシルバー人材セ

ンターさん、営業ベースに乗せてうまいようにやってくださいというふうにお願いをすること

のほうがうまくいくんではないかなと思ったりもするんですけども、そこら辺もう尐し説明し

ていただいていいでしょうか。 

○委員長（北川勝義君） 繰り越しするんじゃったんかな。この金、繰り越しするんかな。 

○社会教育課長兹スポーツ振興課長（前田正之君） 繰り越しというか、シルバーさんのほう

に自由にこれはこちらに返していただくというような……。 

○委員長（北川勝義君） 自由にというて、ここへ使うて済んだがな、決算しとんじゃけん。

それだけ剰余金が余ったんじゃけん、そりゃあ積み立てて、次年度繰越金とかに入れなんだら

おえんが、歳入を。 

○社会教育課長兹スポーツ振興課長（前田正之君） そういう会計性のものではなく、余剰金

につきましては、施設のほうの充実に充ててくださいというような約束をお願いしとんで…

…。 

○委員長（北川勝義君） 施設は赤磐市が建てたんじゃって、施設は、補助金もろうてきて。

杉を使わにゃおえんとこを松を使うたんじゃ、ベイマツを。 

○委員（佐々木雄司君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） いや、そういう議論ではなくて、赤磐市が切り離しても別にいいん

じゃないんですかと。赤磐市が持っておく必要っていうのはこれはあるんですかっていうとこ

ろをお尋ねしたいということなんです。 

○社会教育課長兹スポーツ振興課長（前田正之君） 現在のところは指定管理でお願いをして

いるので、指定管理をお願いする方向です。ただ、今委員御指摘のとおり、黒字が出ておりま

す。今後、どの程度、今年度はたまたま35万円ほどですが、黒字の幅というのがシルバー人材

センターさんの全体で言う経営会計の中でどういうふうに考えられるかというのは、ちょっと

私も今考えたことがないので、その辺をはっきりと……。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと、それ違うんじゃってば。 

 はい、佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） いや、そうじゃなくて、シルバーさんがおやりなられている、赤磐

市がやってるこのグラウンド・ゴルフ場というのは、社会的意義があることなんでおやりにな

られていることだと思うんです。これが社会的意義のあることで赤字なんであれば、当然なが

ら赤磐市が公共的な意味を持って運営していかなければいけない。でも、黒字になっているん

だったら、赤磐市が別にそこのとこに手を入れてやる必要ってないじゃないですかと。民間団

体が入りと出をしっかりと管理して、シルバーさんが入りと出を管理しても、もう社会的に立
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ち上がっているという自立している事業なんですから、赤磐市がそこのところに手を入れて、

社会的責任を果たす必要ってないんじゃないんですかと。シルバーさんに逆に、無償なら無償

でお譲りするのなら無償でお譲りするときに、その条件として社会的な意義、今までの経緯と

いうものを踏まえて、ちゃんとこれからも運営していってくださいねというところの約束を取

りつければ、赤磐市から切り離しても現状は全く変わらないんじゃないんですかと。 

 繰り返しになりますけども、これが社会的な意義にあるもので、赤字ならば赤磐市が運営し

なければいけない、公共的な意味で。しかし、黒字になっているんであれば、別に赤磐市が運

営する必要ないじゃないですかっていうことをお尋ねしているんです。そこら辺どうなんでし

ょう。 

○委員長（北川勝義君） 佐々木委員、今言よんのは、これが運営状況で、要するに繰り越し

が35万2,000円出たという報告があったわけじゃろう。せえ指定管理のほうでこれ切り離して

というのは、これはまた大きい論外の話になるんで、それがええとか悪いとか、社会的とかど

うこう、そんな社会的な話しょうったらＢ＆Ｇはどうなるんで、学校教育はどうや言い出した

ら切りがねえんで、金のことだけちょっと絞ってやってもらやあええと思うんじゃけど。これ

35万円は何でも使やあええ言うたんじゃけど、何でも使やあええんかな。じゃったら、吉五支

所はシルバーが使うとるとこ、使用料をもらえ。吉五支所の町民会館の左側のとこ、玄関のと

こ、使いようるがな、シルバーがな。シルバーがあそこを使わにゃおえん社会的な何かがある

んか、ただで。 

 はい、佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） 委員長、お言葉ですけども、この表題に、グラウンド・ゴルフ場の

運営状況について御説明いただいているわけですから、今後の運営状況に関しても、どのよう

にこの35万円というものが黒字になっているんでどのように考えていくかという、その質問の

主意なもんですから……。 

○委員長（北川勝義君） 違う、違う、違う。 

○委員（佐々木雄司君） ちょっとそこら辺のところをお答えいただきたいというふうにお願

いをしたいんですが。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと待って。それは、運営状況というて、重箱の隅をほじくる

話をしょうんじゃねえよ、僕は。そんなことを言うたら、100か1,000まで言ってしまう、切り

がのうて。これが黒字になりょうんだったら、必要性があるんじゃったら、佐々木さんよ、ほ

んなら赤字になったらどうするん。シルバーにお金がのうて赤字になったら、補填をどっかで

しちゃらにゃあ困るんじゃねえん。いや、そねえな話はもと根本で、運営状況というのは経営

の、何人入ってどのぐれえになったということを言わせてもらいようるわけじゃろう、きょ

う。違うんかな。全体のことを、今後どうこうしょうということで、これから指定管理を受け

ましょうとか、今Ｂ＆Ｇのほうへ入っとんのを指定管理を受けようというんじゃったらこうい
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うことを聞きゃあええわけじゃ。じゃあねえんじゃから、まだこれはそこ……。 

○副委員長（松田 勲君） まだ１年だよ。 

○委員長（北川勝義君） そうそう、そこまた違う。 

○副委員長（松田 勲君） １年で……。 

○委員長（北川勝義君） いや、赤字が出た場合はどうするんならという話になってしまお

う。 

○副委員長（松田 勲君） 話が早過ぎたんや。 

○委員（佐々木雄司君） 今後の話としてどうなんですかと……。 

○副委員長（松田 勲君） だったら、シルバーが買えるわけねえし。 

○委員（佐々木雄司君） そこのところ、お金を出して買うんじゃなくて、赤磐市のほうが手

を離していいんじゃないんですかと。 

○副委員長（松田 勲君） 手を離すメリットがない。 

○委員（佐々木雄司君） いや、持っておいてもメリットはないですから。 

○副委員長（松田 勲君） でも、補填しょうるから黒字が出とる。補填もせんようになった

ら……。 

○委員（佐々木雄司君） 補填をしてるから黒字が出てるんですか。 

○副委員長（松田 勲君） 補填をしとるから出るん、これ。 

○委員長（北川勝義君） いろいろ事業もしていったときに、やっぱり……。 

○副委員長（松田 勲君） 指定管理は、指定管理料を払うとんやから。 

○委員（佐々木雄司君） 入りと出でというのは、うちの赤磐市からその補助金とかは入って

るんですか。 

○副委員長（松田 勲君） いや、指定管理じゃから出してるでしょう。 

○教育次長（奥田智明君） 委員長、いいですか。 

○委員長（北川勝義君） はい、奥田次長。 

○教育次長（奥田智明君） とりあえずこのシルバーに指定管理料は出しておりません。 

○委員長（北川勝義君） 出してなかろうが、ゼロにしたろう。 

○教育次長（奥田智明君） はい、ゼロです。おっしゃるように、本年度は、初めて指定管理

に出して１年目でございます。１年が済んだので、運営状況ということでこういう表を出させ

ていただきました。たまたま頑張りがよかったので35万円出たということで、また来年どうな

るかというのもわからない状況であります。 

○委員長（北川勝義君） 奥田次長、ちょっと違うとる。皆さんが知らんとこがあるから。あ

そこの施設がめげたり屋根がめげたりしたら、全部直そうというて直してきとんじゃが。直し

てきて、せえからトイレも直しましょうというたり、券売機もしましょうというて直してき

て、その金を一円ももらいようらんが。ライスセンターやこうは、皆３分２ずつ払わされよう
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んで、勝手に。 

○副委員長（松田 勲君） だから、それは出しとる。 

○委員長（北川勝義君） 全然、じゃから、それは市が出しとんじゃが、金を。じゃあから、

指定管理料はゼロ円でよろしいというて、そりゃあ当たり前なんじゃ。せえ１年したんが35万

円、これも全部償却していきょうったら赤字になっとらあや、軽く。ただで借ってあれをしょ

うるから、人件費も安いから、せえあそこへ市場もつくりましょうというてつくったり……。 

○副委員長（松田 勲君） 土地も買うとるし、建物も……。 

○委員長（北川勝義君） そう。それがあるから、じゃから償却しょうったら大変な赤字にな

らあや。 

○副委員長（松田 勲君） 最初は３億円か何かかかっとるでしょう。そらそう簡単には手放

せんわな。 

○委員長（北川勝義君） ここで50分まで休憩とします。 

              午後２時40分 休憩 

              午後２時51分 再開 

○委員長（北川勝義君） 再開します。 

 佐々木委員の答弁を。 

○教育次長（奥田智明君） グラウンド・ゴルフ場の運営状況につきまして、25年度１年間や

っていただきました。そこの表にありますように、35万2,521円が余剰金として残っておりま

す。本年度４月１日からということで、３年間の指定管理の期間の中の１年が経過したという

ことで、35万円程度が黒字として計上されているというもんでございまして、これについては

減価償却等そういうもんも見ておりませんし、修繕等も市のほうで行っております。また、初

期投資のほうも市のほうで行っております。 

 本年度はこういう状況でありますけれども、あと２年間指定期間がございますので、その２

年間についても今後様子を市としては見ていく必要があるんじゃないかなというふうに考えて

おります。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） 他にないようなんで、これで終わりたいと思います。 

 次に、消防総務課の消防本部のほう。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、木庭消防長。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） 消防本部のほうから２件御報告のほうをさせていただきた

いと思います。 
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 平成26年上半期の火災、救急の概要、それから第43回中国地区消防救助技術指導会出場につ

いて、小竹森課長のほうから報告させますので、よろしくお願いいたします。 

○消防本部消防総務課長（小竹森美宏君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、小竹森課長。 

○消防本部消防総務課長（小竹森美宏君） それでは、平成26年上半期の火災、救急の概要に

ついて御報告申し上げます。 

 資料の１ページのほうをお開きください。 

 初めに、(1)の火災の概要ですが、平成26年上半期における火災件数は17件で、前年度同期

に比べ７件の減尐となっております。 

 火災を種別で見ますと、建物火災が５件、林野火災が４件、車両火災が２件、その他の火災

が６件となります。その他の火災の内訳につきましては、田畑、空地の枯れ草、それから庭の

立ち木がそれぞれ燃えております。 

 地域別の発生状況では、山陽地域が５件、赤坂地域が３件、熊山地域が４件、吉五地域が５

件となっております。 

 次に、(2)の救急の概要を報告いたします。 

 救急出動件数は858件、傷病者搬送人員は778人で、前年の同期に比べ出動件数は18件増加、

搬送人員は９人の減尐となっております。 

 事故種別で見ますと、急病が521件で全体の60.7％を占めております。次いで、一般負傷が

127件、交通事故99件、転院搬送88件、その他23件となっております。その他の内訳につきま

しては、火災が３件、労働災害が６件、運動競技が５件、加害が２件、自損行為が７件となっ

ております。 

 次に、医療機関へ搬送された方の傷病程度ですが、軽症の方が341人で最も多く、次いで中

等症286人、重症130人、死亡が21人となっております。 

 年齢別搬送状況は、老人が469人で最も多く、全体の60.3％を占めております。 

 詳細につきましては、資料を御確認いただきたいと思います。 

 続きまして、２ページのほうをお開きください。 

 第43回中国地区消防救助技術指導会について御報告申し上げます。 

 平成26年６月26日に岡山市中区桑野にあります岡山市消防教育訓練センターにおきまして、

第27回消防救助技術岡山県大会が開催されました。赤磐市消防本部からは、ほふく救出２組、

ロープ忚用登坂２組、はしご登坂２人の計10名が出場しております。 

 結果は、ほふく救出１組、ロープ忚用登坂１組が広島県消防学校で７月23日に開催されます

第43回中国地区消防救助技術指導会に出場することとなっております。 

 詳細は、資料のとおりです。 

 以上で報告を終わります。 
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○委員長（北川勝義君） 執行部のほうから説明がありました。 

 委員の皆さん、何か質疑ありますか。 

 はい、佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） 済いません。ちょっと落としてたかもしれないので、もう一回説明

いただきたいんですが、救急の概要の出動件数の中のその他23件、この内訳って御説明いただ

けましたか。 

○委員長（北川勝義君） 言うた、それ。 

○委員（佐々木雄司君） 済いません、ちょっと落としてまして、もう一回御説明ください。

済いません。 

○消防本部消防総務課長（小竹森美宏君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、小竹森課長。 

○消防本部消防総務課長（小竹森美宏君） それでは、救急件数のその他、これの内訳を説明

いたします。 

 その内訳ですが、火災が３件、労働災害が６件、運動競技が５件、加害が２件、自損行為が

７件となっております。 

 以上です。 

○委員（佐々木雄司君） ありがとうございました。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） 他になければ、これで終わりたいと思います。 

 それでは、協議事項の２のその他に入りたいと思います。 

 執行部のほうからその他何かありますか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） それでは、議員さんのほうでその他ありますか。 

○委員（澤  健君） はい。 

○委員長（北川勝義君） はい、澤委員。 

○委員（澤  健君） 教育委員会とそれからくらし安全課へのお願いなんですけど、実は桜

が丘東１丁目の山陽東小学校に通うお母さんから私のほうにお願いがあったんですけど、もと

もとは。 

 今、桜が丘の西地区というのが、夕方のベルというんかな、鳴るのが、４月から９月は６時

で10月から３月までは５時なんですよね。桜が丘東地区は、全部５時に鳴るということで、と

ころが東小は御案内のとおり西と東の両方の子供たちがいるので、西地区で遊んでたり東地区

で遊んでたりするので、ベルが鳴る時間が違うのでわからないという問題があって、東小の校

長のほうもそれは困るんだと、生徒指導上も困るということで、くらし安全課のほうにそれを
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一緒にしてくれないかということでお願いしたら、いや、これは町内会で決めることなので、

学校の要望では動けないということで答えがあったんです。で、私のほうに来たんだけど、一

忚桜が丘小のほうにも確認したんだけど、桜が丘小のほうもやっぱり４月から９月までは６時

にしてほしい。というのは、今生徒指導上は５時にベルが鳴るので、１時間したら皆さん家に

帰るようにしてくださいと言ってるんだけど、みんな小学生って時計がないので、それは６時

に鳴らしてもらったほうがありがたいという話なんですよ。 

 それで、一忚きょう東１丁目の地区会で議論が出て、町内会のほうにＰＴＡのほうからそう

いうふうにしてくれっていう話が出て、きょう東連合町内会があるんですね。東連合町内会で

出ることになってるんです、東の１丁目から。恐らく大森さんに内々で聞いた話では、それは

一緒にしたらいいじゃんか、西と。ということになってくると思うので、それが連合のほうか

らくらし安全課のほうに上がっていくと思うんですよ。そういうことなので、くらし安全課の

ほうでは、それを受けてうまく動いてほしいということなんですけどね。それについて、教育

委員会はそうしてもらったほうがいいでしょう。あと、くらし安全課のほうはそれについてど

うですか。具体的には、大森連合町内会長のほうから最終的にはお願いに行くと思うんだけ

ど、そのときにどう考えてらっしゃるか、ちょっと教えてほしいなと思うて。 

○くらし安全課長（水原昌彦君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、水原課長。 

○くらし安全課長（水原昌彦君） ちょっと今、東については18時にしてほしいというのは、

これは４月から９月の間、西と同じにという意向ということなんですね。 

○委員（澤  健君） そうそう。そういうのは上がってくるという予定はされているんで

す。 

○くらし安全課長（水原昌彦君） はい。それで、防災無線の時報については、先ほど委員お

っしゃられるように、時報をもとに行動される方はたくさんおられます。桜が丘東について

は、24年度に屋外子局というのを整備した関係で、余り歴史がないんですが、それでもそうい

うふうな格好で動いてくださっとる状況がありますので、まず１番は、地域としてその時間帯

に流すことがいいか悪いかっていうのを決めていただく必要がありますので、それをもとに協

議会等々、確認で動いていくような格好になります。 

 ですから、東の連合のほうからそういうふうな御要望がありましたら、内部で検討してまい

りたいというふうに思います。 

○委員（澤  健君） よろしくお願いします。 

○委員長（北川勝義君） よろしい。 

○委員（澤  健君） よろしい。 

○委員長（北川勝義君） はい、佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） 済いません、ちょっと確認をさせていただきたいんですが、教育委
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員会のほうに。 

 町内会の云々というのは仕方がないにしても、学校長のほうがそういった御要望を持ってい

ることを教育委員会がつかんでいらっしゃらないということは、学校長と教育委員会の連絡網

というのは分断されているということなんですか。意思の疎通がうまくいってないんですか、

これ。 

○学校教育課長（坪五秀樹君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 坪五課長。 

○学校教育課長（坪五秀樹君） 先ほどの案件につきましては、校長のほうから伺っており、

それにつきましてはくらし安全課のほうにも連絡をとって対忚させていただいておりました。 

 以上です。 

○委員（佐々木雄司君） 大丈夫です。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

 皆さん、ちょっと待ってくださいよ。 

 はい、松田委員。 

○副委員長（松田 勲君） 済いません。 

 これ前、議会質問でも取り上げたことなんですけど、あそこのネオポリスから下市におりる

とこの左に曲がるとこ、前時間制限をしたとこですね。課長、わかるかな。 

○くらし安全課長（水原昌彦君） はい。 

○副委員長（松田 勲君） 時間制限したとこのもっと下市よりの２カ所から車がどんどん朝

入るもんで、高校生が本当危ない状況に今なっとんですけど、それは今後どうするんですか。

時間制限を設けるべきだとは思うんですけど。 

○くらし安全課長（水原昌彦君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 水原課長。 

○くらし安全課長（水原昌彦君） 御質問の件につきましては、６月27日に現地のほうに、７

時から８時が沼田船廻線の市道指定方向外進入禁止という時間帯になっておりますから、その

時間帯に合わせまして、３本指定がかかってない路線があります。３本とも状況を確認に行っ

てまいりました。確かに多くの車が通ってるんですが、現状で見る限り、幅員がとてつもなく

広い道路じゃなくって、３メーターぐらいの道路を自転車が瀬戸方面にずっと下っていってる

とこを車が横を通り抜けてという状況ができる路線ではないんで、確かに多くの車が入ってる

んですが、自転車と車がうまいこと競合し合って流れてるというような格好の現状で見てきて

いるんです。 

○副委員長（松田 勲君） いや、ですから、用水路は特に３本あるけど、一番白十字に近い

ほうの太いやつ、用水路のあるところですよ。ずっと真っすぐ。そこに朝どんどん入っていっ

て、そこに学生、高校生がネオポリスからおりてきたらほとんどそこを通っています。 
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 前はそう通らなかったんが、最短でもあるし、あそこの交差点がなかなか曲がれないとみん

なそっちへ入っちゃうん。入っていかれる方もおるし、だから高校生のほうから、危ない、怖

いというてから、大体高校生って１列で行かんじゃないですか。２列か３列になることもある

でしょう。そうやって来ようったら、前はそう来なかったのに、今ごろ最近はどんどん入って

くるという。大体７時台は岡山市内に向かっていく高校生で、８時台になったら瀬戸高の高校

生がどっと通る、瀬戸高、南高の高校生がいっぱい通ります。わかります。 

○くらし安全課長（水原昌彦君） わかります、それは。 

○副委員長（松田 勲君） だから、そこを早く、最初とめたのは、小学生の通学路というこ

とで、途中狭いとこがあるからということで地元の要望でなったんだけど、こっちは今度は高

校生が通るから何とかしてくれというて言うとるわけでしょう。じゃあ、事故が起こらんかっ

たら……。 

○くらし安全課長（水原昌彦君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、水原課長。 

○くらし安全課長（水原昌彦君） 松田委員のおっしゃられる状況というのはわかります。た

だ、規制を加えるということにつきまして、その区域内に隣接しとる民家の方もいらっしゃい

ます。その方が、今度は指定方向外の規制をかけてしまうと、特別許可というのも今警察では

もう出さない……。 

○副委員長（松田 勲君） だから、今もう下市からこっち来る右折はオーケーじゃないです

か。 

○くらし安全課長（水原昌彦君） 下市からはね。 

○副委員長（松田 勲君） 時間制限でも右折オーケーでしょう。だから、同じようにすりゃ

あいいんじゃないですか。だから、明らかに通り抜けするようなとこだけ今７時から８時にな

っとるじゃないですか。それを、そこだけじゃなくって、そこだけやったらほかのとこもなる

から、こっちの手前のほうも、下市に近いほうもやってくれという話をしょん。 

○くらし安全課長（水原昌彦君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 水原課長。 

○くらし安全課長（水原昌彦君） 警察のほうに協議を上げるにしても、地域の方の同意書、 

ちょっとそれをつけて上げるということになります。 

○副委員長（松田 勲君） だから、その地域というのは、そこの地域にとっては関係ないん

ですよ、はっきり言うて。 

○くらし安全課長（水原昌彦君） いやいや、実際、下市地区……。 

○副委員長（松田 勲君） いやいや、だから通るのは高校生だ言よん。その地元の地域の高

校生やなくって、ネオポリとか高陽から来られる高校生が、市長も言われとったじゃないです

か。あそこを通るよって、大体皆。下市まで行かないで、皆そこを通っていきょうんですよ、



- 58 - 

かなりの人数が。 

○委員長（北川勝義君） 瀬戸校な。 

○副委員長（松田 勲君） うん、行きようるのに。その高校生に要望書を出してるんならま

だわかるけど、その地域の人に出しても、地域はもうあそこは小学生の通学路だけでも十分だ

と思うとるかもわからん。でも、そこを通る人は違うでしょう。じゃあ、下市の事故が多かっ

たら、その地域の地元の人に出せということですか、じゃあ。 

○くらし安全課長（水原昌彦君） ですから、済いません、下市の中で隣接しとる下市沼田線

という市道になりますけど、その市道に隣接する個人住宅もあります。ですから、そういった

方の不便さをつけ加えるということになりますので、地域の中で――地域というのは地元です

――下市なりそういったとこの了解を得てくださいというのが今警察のほうの規制をかける…

…。 

○副委員長（松田 勲君） じゃあ、その後どうされたんですか。課長、どうされたん。そう

言われて終わりですか。 

○くらし安全課長（水原昌彦君） 地元のほうには、これは協議はまだなされておりませんけ

ど、一忚規制をかけるという前提でいきますと、その地域の合意というのが必要になりますの

で……。 

○副委員長（松田 勲君） だから、高校生の子の親御さんから、あそこはもう車がどんどん

入り出したから何とかしてくれんじゃろうかという声があったから言ようるわけでしょう。ネ

オポリスの坂の歩道の件でもそうじゃないですか。じゃあ、地元から要望を出したわけじゃな

いでしょう、あそこの日古木の地元から出したわけじゃないでしょう。 

○委員長（北川勝義君） はい、岡本部長。 

○総務部長（岡本衛典君） 今の段階では、赤磐警察署のほうと協議を担当課のほうがしてお

る状況でございますけれども、地元の状況もちょっとつかんで、再度警察等とも協議してみた

いと思います。検討させていただきます。 

○委員長（北川勝義君） よろしいか。 

○副委員長（松田 勲君） はい、よろしい。 

○委員長（北川勝義君） 皆さんにお話しさせていただきます。 

 本日、朝10時から11時10分ぐらいまでに、山陽ふれあい公園の利用状況についてを研修させ

ていただき、その場で意見と質問等をやらせていただきました。 

 ということで、本日のほうの議題の中では審議をいたしておりません、相談室じゃったんか

な、何か本部と書いたとこか、やらせたんでしておりません。 

 そういうことで、何かどうしてもここで一言言いてえとか何かありましたら、皆さんのほう

からお受けしたいと思います。 

 何かありませんか。 
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○委員（佐々木雄司君） 済いません。 

○委員長（北川勝義君） はい、佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） 済いません。せっかくなんで。 

 ふれあい公園の場所で、特別室何でしたか。 

○委員長（北川勝義君） 本部。 

○委員（佐々木雄司君） 本部室。本部室のほうで、コナミスポーツさんの指定管理業者さん

のほうから出た御意見のほうで、我々はその管理を任されているだけで、どのように管理をす

るのかというのは、議会なり市役所のほうが決めていただかなければいけないんですと。より

よい施設にしていくためには、いろいろな御意見、例えば料金設定一つにしても考えていただ

きたいというような、そういうような意見もあったようなので、どうなんですかねと僕自身は

思ってるんですけども、これは教育委員会のスポーツ振興課のほうに私のほうから１件要望と

して入れておきたいなと思ってるんですけども、というような御意見が出ておりましたので、

何か管理、あそこの施設をよりよいものにしていくために、制度を変えなければいけないよう

な仕組みとか変えなければいけないようなものがあるのであれば、積極的に提案をいただきた

いなと思っておりまして、今後ますます注視というか、かかわり合いを深めていただけるよう

に、この場で申し入れのほうをしておきたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） なければ、これで第８回の総務文教常任委員会を閉会したいと思い

ます。 

 閉会に当たりまして、教育長のほうから御挨拶をお願いしたいと思います。 

○教育長（杉山高志君） 本日は、山陽ふれあい公園の視察から、また各部からの事業の進捗

状況につきまして、本当に慎重に御審議をいただきありがとうございました。 

 また、途中、Ｂ＆Ｇ財団からの助成授与式がございまして抜けております。また、市長、副

市長は市長室等で対忚してくださっております。そういう面で、大変失礼をいたしました。暑

い夏を迎えます。本当に体に気をつけながら、一緒になって赤磐市の行政発展のために頑張り

たいと思いますので、どうぞよろしくお願いします。本日はありがとうございました。 

○委員長（北川勝義君） ありがとうございました。 

 皆さん、大変御苦労さまでした。 

 これで本日の委員会を閉会いたしたいと思います。 

              午後３時15分 閉会 

 


